
ふたあらの丘
市内随一の夕日の景勝地
飯田川地区の丘陵地南側にあるこの丘は、田
植えの時期には夕焼けが水田に鏡のように映
し出され、美しくも郷愁を感じさせる景色が広が
ります。風光明美な場所として知られ、かつては
「秋田30景」に選ばれたこともある場所です。

潟上市 市勢要覧
発行年月／平成28年5月
発 行／秋田県潟上市
企画編集／潟上市 総務部 企画政策課



ふ
る
さ
と
、潟
上
に
生
き
る
─
。

東
に
出
羽
丘
陵
、西
に
日
本
海
、北
に
は
八
郎
湖
。

そ
し
て
そ
こ
に
広
が
る
広
大
な
田
園
地
帯
。

恵
み
多
き
自
然
を
背
景
に
、

伝
統
と
歴
史
を
重
ん
じ
、

か
つ
都
市
的
環
境
を
併
せ
持
つ
潟
上
市
。

そ
の
潟
上
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
は
、

郷
を
想
う
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
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Index ふ
る
さ
と
、潟
上
に
生
き
る
。

春、夏、秋、冬−。潟上市には、日本の四季を五感で感じられる豊かな自然環境があります。この
なかで営まれる私たちの暮らしは、自然の恵みがあふれ、原風景が人 の々心をいやし、次世代を
担う心豊かな子どもたちが育まれています。
本市の誕生からちょうど10年となる平成27年3月には市民サービスと防災の拠点となる新庁舎

が完成し、平成28年度を初年度とする「第2次総合計画」もスタートするなど、潟上市は新たな時
代へと踏み出しました。これまでの10年間を礎に、豊かな自然を保ちながら、市民の皆様が健康
で安心して暮らすことができるまちづくりを目指し、第2次総合計画では『みんなで創る しあわせ
実感都市 潟上〜文化の風薫る 笑顔あふれるまち〜』を市の将来像に揚げております。
山脈から続く広大な田園、八郎湖と日本海、この豊かな自然のなかで伝承されてきたもの、培っ

たものを見つめ直し、また、地域資源を融合させて新たなものを作り出していくことで、潟上市の魅
力はさらに膨らみます。この市勢要覧を通じて本市の現在に触れ、これからのまちづくりを知って
いただけたらと思います。そして、この潟上の大地に、市民の“笑顔”を咲かせていきましょう。

平成28年4月 潟上市長 石川光男
1



位
置・地
勢

潟
上
市
は
、秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
沿

岸
部
に
位
置
し
、東
は
井
川
町
と
、南
は
秋

田
市
と
、西
は
男
鹿
市
と
、北
は
八
郎
湖
を

挟
ん
で
大
潟
村
と
接
し
て
い
ま
す
。

東
部
は
南
北
に
縦
走
す
る
国
道
7
号
の

周
辺
に
小
高
い
丘
陵（
女
川
層
）が
多
数
連

な
り
、出
羽
丘
陵
に
続
い
て
い
ま
す
。中
央
部

及
び
北
部
は
、秋
田
平
野
の
北
辺
部
と
し
て

八
郎
湖
に
向
か
っ
て
広
大
な
田
園
地
帯
が

広
が
り
、肥
沃
な
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。西
部
は
県
内
有
数
の
3
本
の
砂
丘
群
が

連
な
っ
て
い
る
ほ
か
、日
本
海
に
面
し
た
沿
岸

部
は
秋
田
市
か
ら
続
く
海
岸
砂
丘
と
な
っ

て
お
り
、秋
田
県
の
保
健
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。砂
丘
群
の
間
は
集
落
や
畑

地
、樹
園
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

潟
上
市
は
、秋
田
自
動
車
道
、日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
等
高
速
交
通
体
系
が
整

備
さ
れ
、ま
た
秋
田
空
港
か
ら
車
で
30
分

程
度
の
距
離
に
あ
る
な
ど
、首
都
圏
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、県
都

秋
田
市
に
隣
接
し
た
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
う

都
市
的
な
特
性
と
広
大
な
田
園
風
景
に
代

表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
併
せ
持
ち
、

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
地
勢
を
活
か
し
た
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
地

域
で
す
。

市
名
の
由
来

市
名「
潟
上
」は
、「
※
日
本
三
代
実
録
」

の
記
録
に
由
来
し
ま
す
。こ
の
史
書
の
元
慶

2
年（
八
七
八
）7
月
10
日
癸み

ず
の
と
う卯の
条
に
、

潟
上
市
章

市
名「
潟
上
」の「
上
」を
モ
チ
ー
フ
に
抽

象
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

赤
い
丸
と
上
の
緑
の
弧
で
人
を
イ
メ
ー
ジ

し
、青
と
緑
の
弧
は
潟
上
の
自
然
の
象
徴

で
あ
る
八
郎
湖
と
肥
沃
な
大
地
を
描
き
、

住
む
人
と
の
調
和
を
表
し
て
い
ま
す
。全
体

で
潟
上
市
の
将
来
像
へ
の
願
い
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

市のシンボル
市の花◉バラ（薔薇）
バラの美しさに魅せられ、栽培方法が難しい
とされる寒冷地の悪条件を克服して「天皇
賞」を受賞した一青年の情熱が花き栽培の
きっかけとなり、今では東北屈指の花の産地
となった昭和地区。地場産業の振興は、若者に夢と希望を与え、
心豊かで潤いのある潟上市をつくりあげていきます。
バラは人々の心の拠りどころとなる花であり、愛、美、調和などを意
味することなどから、最もふさわしい市の花として「バラ（薔薇）」が
選定されました。

市の木◉クロマツ（黒松）
マツは、常緑樹で古くから祭り木の略ともいわ
れ、門松など祝い事に用いられています。市
内に数多く生育し、名木も多く、庭木など市民
に親しまれています。特に日本海の潮風から
農作物や田畑を守る「夕日の松原」は先人の
遺産として後世に残すべきものです。
クロマツは、大地にどっしりと根を張り、雄 し々く、逞しく、自然環境
を大切に守ることなどから、伸びゆく潟上市を象徴するに最もふさ
わしい市の木として「クロマツ（黒松）」が選定されました。

市の鳥◉シラサギ（白鷺）
鷺は、寛文4年に建立された神明社のお祭り
の折りに、佐竹義隆公に召された福蔵坊が、
神をなぐさめるため、神楽遊びとして先祖伝来
の鷺舞いを舞って殿様を楽しませたとされる
飯田川地区の鷺舞いに結びつき、古くから伝えられる伝統や文化
を守る人々の心が鷺を介して息づいています。
市内八郎湖沿いの田んぼや川の浅瀬に見られるコサギやダイ
サギの愛らしい姿から、これら白い鳥の総称である「シラサギ（白
鷺）」が最もふさわしい市の鳥として選定されました。

秋
田
城
下
の
一
村
と
し
て「
方
上
」が
録
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た「
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄（
※
倭

名
類
聚
鈔
）」に
も「
秋
田
郡
」を
構
成
す

る
一
地
域
と
し
て「
方
上
」が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
方
上
」の「
方
」は「
潟
」を
意
味
し
、八

郎
潟
に
面
し
、し
か
も
上か

み

に
位
置
す
る
天
王

町
・
昭
和
町
・
飯
田
川
町
の
3
町
を
含
む
一

帯
と
比
定
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
歴
史
を

踏
ま
え
、「
上
」の
文
字
に
さ
ら
な
る
発
展
・

向
上
の
願
い
を
こ
め
、新
市
の
名
称
を「
潟

上
」と
し
ま
し
た
。

※
日
本
三
大
実
録
：
日
本
書
紀
を
初
め
と
す
る
勅
撰

史
書
六
国
史
の
最
後
の
書
。五
十
巻
か
ら
な
り
、延

喜
元
年（
九
○
一
年
、平
安
時
代
前
期
）に
撰
上

※
和
名
類
聚
抄（
倭
名
類
聚
鈔
）：
我
が
国
最
初
の
分

類
体
の
漢
和
辞
書
。源
順
編
。承
平
4
年（
九
三
四

年
、平
安
時
代
中
期
）頃
成
立
。

潟
上
市

プロフ
ィ
ール

新
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1階に集約された窓口業務と受付番号の電光掲示

新
た
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て

建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
市
役
所
新
庁
舎

が
、平
成
27
年
3
月
に
完
成
、5
月
7
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

庁
舎
の
設
計
は
、市
民
か
ら
の
意
見
を

十
分
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
配

慮
さ
れ
ま
し
た
。

1
階
に
は
、市
民
の
利
用
す
る
機
会
が
多

い
福
祉
、税
、会
計
な
ど
の
窓
口
部
門
を
集

約
。玄
関
は
4
カ
所
設
置
し
、多
方
面
か
ら

庁
舎
へ
の
出
入
り
が
可
能
に
。正
面
玄
関
か

ら
障
が
い
者
用
駐
車
場
ま
で
は
地
中
熱
融

雪
装
置
を
設
置
し
、積
雪
時
の
車
椅
子
の

移
動
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

証
明
書
発
行
や
会
計
窓
口
に
は
受
付
番

号
を
電
光
表
示
す
る
発
券
機
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、窓
口
業
務
が
一
段
と
ス
ム
ー
ズ
に
。

さ
ら
に
、庁
舎
を
案
内
す
る
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ

と
な
る
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

広
く
日
当
た
り
の
よ
い
市
民
ホ
ー
ル
は
憩

い
や
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、選
挙

の
期
日
前
投
票
所
な
ど
一
時
的
な
窓
口
拡

張
スペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
ホ
ー
ル
に
は
、潟
上
市
出
身

の
水
中
写
真
家
で
名
誉
市
民
の
中
村
征
夫

氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、縦
3
メ
ー
ト
ル
、横

8.
4
メ
ー
ト
ル
の
写
真『
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

母
子（
は
は
こ
）』が
展
示
さ
れ
て
お
り
、母

ク
ジ
ラ
と
子
ク
ジ
ラ
が
寄
り
添
い
な
が
ら
優

雅
に
泳
ぐ
姿
は
市
民
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
は
新
た
な
防
災
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
担
い
ま
す
。震
度
6
強
に
耐
え
う

る
耐
震
性
、5
日
間
の
維
持
が
可
能
な
非

常
用
自
家
発
電
設
備
、非
常
用
ト
イ
レ
用
の

便
槽
の
埋
設
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
す
る
能
力
を
備
え
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

来庁者に迅速に対応する庁舎コンシェルジュ

防災・災害対策拠点施設
潟上市役所新庁舎は津波被害を想定し、災害対策本部室や電算機

器スペース、機械室、文書保管室などは3階に配置。また、屋上には電気
室（受変電設備および発電機設備）等を設置し、避難スペースとしても
活用できます。

災害時を想定し、1階は一時避難場所等に活用できるスペース、2階
は事務スペース、3階は災害対策本部スペース、車庫棟は物資受入ス
ペースとしています。外構について、北側を避難者スペース、南側を対
策用スペースと、オープンな平面としており、東側（車庫棟裏）には災害
用トイレとして活用できるくみ取り式の便槽を埋設しています。

また、最新の設備を利用して、高所救助訓練や支援物資配送訓練な
どの総合的な防災訓練も実施されました。

【新庁舎の概要】
[敷地面積]	 22,786.73㎡
[延床面積]	 9,219.03㎡
[建設工事費]	39億1,335万円（庁舎棟）
[構造]	 鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC造）
[工事期間]	 平成25年9月11日〜平成27年3月13日

市制施行10周年記念式典
新庁舎建設工事竣工式

（平成27年4月29日、天王総合体育館）
市関係団体代表者や市功労者など約450人が参列。新庁舎建設工事関係者と、市の
発展に協力してきた団体へ感謝状が贈呈されました。

新庁舎完成修祓式
（平成27年4月29日、新庁舎1階ホール）
新庁舎の完成を祝う神事のあと、名誉市民の中村征夫氏から寄贈された写真パネル

「ザトウクジラの母子」の除幕式が行われました。

潟
上
市
役
所

新
庁
舎
完
成

新
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平成

17
年度

平成

18
年度

平成

19
年度

新

平成

20
年度

平成

21
年度

平成

22
年度

平成

23
年度

平成

24
年度

平成

25
年度

平成

26
年度

3
月	

22
日	

�

旧
天
王
町
・
昭
和

町
・
飯
田
川
町
が
合

併
し
、新
市「
潟
上

市
」が
誕
生
。

4
月	

17
日	

�

潟
上
市
長
選
挙
で

初
代
市
長
に
石
川

光
男
氏（
旧
天
王
町

長
）が
当
選
。

	

23
日	

�

潟
上
市
体
育
協
会

設
立
。

	

30
日	

潟
上
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
発
足
。

7
月	

8
日	

潟
上
市
観
光
協
会
設
立
。

	

20
日	

�

農
業
委
員
統
一
選
挙
後
の
潟
上
市
農
業
委
員
会

初
総
会
を
開
催
。会
長
に
鈴
木
菊
男
氏（
天
王
）。

9
月	

30
日	

潟
上
市
連
合
婦
人
会
設
立
。

11
月	

5
日	

�

潟
上
市
誕
生
記
念「
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組
」を

開
催
。

3
月	

21
日	

�『
潟
上
市
合
併
記
念
式
典
』を
挙
行
。「
市
民
憲

章
」「
市
民
歌
昇
る
陽
よ
」「
市
の
花
・
木
・
鳥
」

を
発
表
。

	

28
日	

�「
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」を
策
定
。

6
月	

23
日	

�

市
議
会
定
例
会
で

「
潟
上
市
総
合
発

展
計
画
基
本
構
想
」

が
決
ま
る
。

11
月	

1
日	

�

第
129
回
秋
田
県
種
苗

交
換
会
が
潟
上
市
で

開
か
れ
る
。7
日
間

で
約
87
万
5
千
人
。

11
月	

5
日	

�「
潟
上
市
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
記

念
式
典
・
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
長
の
板
東
久
美
子
氏
が
基

調
講
演
。

4
月	

1
日	

�

防
災
行
政
無
線
施
設
が
整
備
さ
れ
、昭
和
・
飯

田
川
地
区
へ
の
放
送
開
始
。

9
月	

29
日	

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」開
幕
。

	

30
日	

�「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」相
撲
競
技（
少
年
男
子
・

成
年
男
子
）が
天
王

総
合
体
育
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。

（
10
月
3
日
ま
で
）

10
月	

5
日	

�「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」レ
ス
リ
ン
グ
競

技（
少
年
男
子
）が

昭
和
体
育
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。

（
10
月
8
日
ま
で
）

	

9
日	

�「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」天
皇
杯（
男
女
総
合
成
績

1
位
）と
皇
后
杯（
女
子
総
合
1
位
）を
獲
得
し

閉
幕
。

11
月	

2
日	

�

潟
上
市
出
身
の
写
真
家
中
村
征
夫
氏
が
平
成

19
年
秋
田
県
文
化
功
労
賞
を
受
賞
。

	

30
日

�

豊
川
油
田
が
経
済
産
業
省「
近
代
化
産
業
遺

産
」に
認
定
さ
れ
る
。

2
月	

6
日	

�

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、婦
人
会
、P
T
A
、病
院

な
ど
各
団
体
の
代
表
者
ら
、市
民
が
中
心
と
な
っ

て「
潟
上
市
自
殺
予
防
推
進
連
絡
会
」が
発
足
。

平
成
27
年
3
月
、「
潟
上
市
」は
誕
生
か
ら
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

平
成
17
年
3
月
に
旧
市
町
村
時
代
の
天
王
・
昭
和
・
飯

田
川
の
3
町
が
合
併
。各
地
域
の
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
特
色
が
融
合
・
調
和
し
合
い
、新
し
い「
潟

上
市
」と
し
て
の
特
色
が
作
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

「
潟
上
市
」が
こ
の
10
年
間
で
経
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
を
振
り
返
る
こ
と
で
、今
後
も
発
展
を
続
け
る
た
め
の

ヒン
ト
を
模
索
し
、よ
り
一
層
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
し
ま
す
。

4
月	

1
日	

�

昭
和
飯
田
川
商
工
会
と
潟
上
市
天
王
商
工
会

が
合
併
し
、「
潟
上
市
商
工
会
」が
誕
生
。

5
月	

12
日	

�「
潟
上
市
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会（
愛
称

◎
か
た
が
み
っ
子
元
気
ネ
ッ
ト
）」が
設
立
。

7
月	

9
日	

�

潟
上
市
の
地
域
再
生
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣

の
認
定
を
受
け
る
。

10
月	

23
日	

�

潟
上
市
・
秋
田
県
立
大
学
連
携
協
力
協
定
調

印
式
。	

11
月	

3
日	

�

潟
上
市
表
彰
式
を

挙
行
。昭
和
出
身
の

水
中
写
真
家
・
中
村

征
夫
氏
が
名
誉
市

民
第
1
号
に
。

12
月	

2
日	

�

小
玉
家
住
宅（
飯
田

川
飯
塚
）が
国
指
定

重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
。

4
月	

12
日	

�

潟
上
市
長
選
挙
で
石
川
光
男
氏
が
再
選
を

果
た
す
。

9
月	

27
日	

�

潟
上
市
市
制
施

行
5
周
年
記
念
・

N
H
K
秋
田
放
送
局

テ
レ
ビ
放
送
開
始
50

周
年
記
念「
N
H
K

の
ど
自
慢
」の
公
開

生
放
送
。

11
月	

7
日	

�

潟
上
市
名
誉
市
民

の
中
村
征
夫
氏
の

写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ブ

ル
ー
ホ
ー
ル
」が
オ
ー
プ
ン
。

	

18
日	

�

昭
和
工
業
団
地
に
国
内
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
。

4
月		

�

県
の
事
業
に
併
せ
て
市
単
独
の「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
」を
開
始
。

5
月	

17
日	

�

中
学
生
を
対
象
に
、県
内
で
第
1
号
と
な
る
子
宮

頸
が
ん
予
防
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
実
施
。

	

24
日	

�「
潟
上
市
健
康
生
活
推
進
協
議
会
」設
立
。

10
月	

19
日	

�

潟
上
市
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
第
1
号
と
し
て
、

父
親
が
本
市
出
身
の
俳
優
・
照
英
さ
ん
に
委
嘱
。

1
月	

11
日	

�

天
王
町
誌「
天
王

自
然
と
人
と
あ
ゆ
み
〜
砂

丘
に
生
ま
れ
た
ま
ち
〜
」刊
行
。

3
月	

11
日	

�

宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
発
生
。国
内
観
測
史
上
最
大
規

模
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9.
0
を
観
測
。本
市

で
も
震
度
4
を
観

測
。

3
月	

29
日	

�

東
日
本
大
震
災
の

被
災
地（
宮
城
県
名

取
市
・
同
気
仙
沼

市
・
同
大
和
町
・
岩

手
県
釜
石
市
・
同
大

槌
町
）に
職
員
を
派

遣
し
被
災
地
の
支
援
活
動
を
実
施
。

4
月	

1
日	

�

追
分
保
育
園
と
追
分
乳
児
保
育
園
を
統
合
し

た
新
「
追
分
保
育

園
」が
開
園
。

	

17
日	

�

鞍
掛
沼
公
園
多
目

的
広
場
を
改
修
し
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
人
工
芝
公
認

を
受
け
た
県
内
唯
一

の
認
定
グ
ラ
ウ
ン
ド

「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
。

	

30
日	

�

天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
内
に「
食
菜
館
く
ら
ら
」が
オ
ー
プ
ン
。

8
月	

4
日	

�「
潟
上
市
自
治
基
本
条
例
100
人
委
員
会
」を
開
催
。

10
月	

1
日	

�

潟
上
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
5
周
年
を

記
念
し
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
な
三
行
詩
」コン
テ
ス
ト
表

彰
式
と
記
念
講
演
を
開
催
。

2
月	

17
日	

�

潟
上
市
と
秋
田
大
学
が
、幅
広
い
分
野
で
相
互

に
協
力
し
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
連
携

協
定
を
締
結
。

3
月	

31
日	

�

豊
川
小
学
校
が
135
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
。

4
月	

1
日	

�

大
久
保
小
学
校
と

豊
川
小
学
校
の
歴

史
を
引
き
継
ぎ
、大

豊
小
学
校
と
し
て

新
た
な
歴
史
の
一
歩

を
踏
み
出
す
。

	
	

�

出
戸
幼
稚
園
が
、幼

保
一
体
型
施
設「
出

戸
こ
ど
も
園
」と
し

て
ス
タ
ー
ト
。

6
月	

12
日	

�

潟
上
市
自
治
基
本
条
例
が
6
月
定
例
議
会
で

議
決
。

10
月	

31
日	

�

第
1
回
潟
上
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
市
民

委
員
会
を
開
催
。

11
月	

3
日	

�

潟
上
市
表
彰
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、市
功

労
者
61
人
、感
謝
状
受
賞
者
177
人
を
表
彰
。

1
月	

1
日	

�

潟
上
市
自
治
基
本
条
例
施
行
。市
民
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
始
動
。

3
月	

27
日	

�

天
王（
新
追
分
）浄
水
場
等
整
備
事
業
完
成
。追

分
地
区
へ
通
水
開
始
。

4
月	

7
日	

�

潟
上
市
長
選
挙
で

石
川
光
男
氏
3
選

果
た
す
。

5
月	

12
日	

�

長
沼
球
場
に
県
内

初
の
L
E
D
フ
ル
カ

ラ
ー
電
光
掲
示
板

を
設
置
。市
野
球
記

念
大
会
開
催
。

7
月	

13
日	

�

海
の
祭
典「
海
フ
ェス

タ
」。名
誉
市
民
・
中

村
征
夫
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
開
催
。

	

19
日	

�

県
内
初
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
・
発
電
開

始
。市
内
に
2
カ
所
誕
生
す
る
。

9
月	

15
日	

�

八
郎
潟
ハ
イ
ツ
営
業
停
止
。昭
和
49
年
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
た
施
設
の
閉
鎖
。

10
月	

16
日	

�

潟
上
市
多
目
的
交
流
施
設（
豊
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）起
工
式
。

潟
上
市

十
年
の
あ
ゆ
み

10
月	

31
日	

�
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
改
良
整
備
工
事
完
成
。

処
理
能
力
アッ
プ
と
地
球
環
境
に
優
し
い
施
設
に
。

	
	

石
川
市
長
が
秋
の「
園
遊
会
」に
出
席
。

2
月	

17
日	

�

潟
上
市
と
市
内
医
療
機
関
と
の
災
害
時
に
お
け

る
応
急
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

式
を
実
施
。

4
月	

14
日	

�

潟
上
市
多
目
的
交
流
施
設（
豊
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）竣
工
式
。

5
月	

25
日	

�

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
2
0
1
4
の
潟

上
市
主
催
事
業「
草
木
谷
撮
影
会
」開
催
。

8
月	

3
日	

�

市
制
施
行
10
周
年
記
念「
第
32
回
飯
田
川
鷺
舞

ま
つ
り
」を
開
催
。

	

16
日	

�

市
制
施
行
10
周
年
記
念「
第
48
回
八
郎
ま
つ

り
」を
開
催
。

     

30
・
31
日	

�「
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
つ
り
2
0
1
4
」を

開
催
。市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
約
5
千

発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
。

10
月	

4
日	

�「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
2
0
1
4
」開

催（
11
月
3
日
ま
で
）。

	

12
日	

�

国
民
文
化
祭
・
潟
上

市
主
催
事
業「
自
然

と
暮
ら
す
・
日
本
の

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」に
表
彰
式
及
び

選
評
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
。

12
月	

4
日	

�

石
川
翁
を
縁
に
、都

城
市
山
田
地
区
と

羽
城
地
区
と
の
学

校
間
・
地
域
間
交
流
が
始
ま
る
。
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や
わ
ら
かい
春
の
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
、

潟
上
の
大
地
はモノ
ト
ーンの
景
色
か
ら

優
しい
彩
り
に
包
ま
れ
てい
く
。

木
々
は
ゆっく
り
と
光
を
手
に
入
れ
て
芽
吹
く
。

花
々
は
色
鮮
や
か
に
春
の
訪
れ
を
喜
び
咲
く
。

そ
し
て
、は
か
な
く
も
強
さ
を
感
じ
る
桜
が
、

市
内い
た
る
と
こ
ろ
で
人
の々
目
を
楽
し
ま
せ
、

新
た
な
始
ま
り
を
祝
福
す
る
。

ブル
ーメッセ
あ
き
た

市
内
・
県
内
は
も
と
よ
り
東
北
で
も
有
数

の
花
の
名
所
。一
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

花
を
展
示
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

春
の
芝
生
花
壇
広
場
の
光
景
は
圧
巻
。

約
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
芝
生
花
壇
広
場
に

チュー
リッ
プ
が
咲
き
誇
り
、赤
や
黄
色
と
いっ

た
色
の
競
演
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、春
に
は
花
苗
の
大
販
売
会
、植
木

市
、ガ
ー
デ
ン
フェ

ア
も
開
か
れ
ま

す
。色
と
り
ど
り

の
花
が
所
狭
し

と
並
び
、新
鮮

な
花
や
花
苗
を

求
め
る
人
た
ち

で
賑
わ
い
ま
す
。

元
木
山
公
園

昭
和
地
区
の
大
久
保
と
豊
川
の
境
界
に

位
置
し
、春
は
桜
の
名
所
に
な
り
ま
す
。散

策
を
楽
し
め
る
ほ
か
、陸
上
競
技
場
、野
球

場
、テ
ニスコ
ー
ト
な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

も
充
実
。市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
、健
康

と
癒
し
の
ス
ポッ
ト
で
す
。

天
王
グ
リ
ーン
ラン
ド

園
内
に
広
が
る
鞍
掛
沼
の
周
囲
は
桜
並

木
の
散
策
路
に
な
っ
て
お
り
、春
は
ま
さ
に

「
桜
の
回
廊
」と
な
り
ま
す
。ピ
ン
ク
に
色
づ

い
た
中
で
ロマン
チ
ッ
ク
な
気
分
を
味
わ
い
な

が
ら
、散
策
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

梅
の
里

飯
田
川
地
区
の
高
台
に
あ
る
梅
林
園
。さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
梅
の
木
が
見
ら
れ
、春
は

赤
、白
、黄
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。

丘
陵
地
南
側
の「
ふ
た
あ
ら
の
丘
」で
は
、

田
園
風
景
と
そ
の
向
こ
う
の
八
郎
潟
残
存

湖
、男
鹿
三
山
を一望
で
き
ま
す
。

か た が み の 四 季

の
り
彩

春。
か た が み の 四 季
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か た が み の 四 季

か た が み の 四 季

熱い
夏
の
太
陽
は
、す
べての
も
の
に

光
を
そ
そ
ぎ
人
々
は一段
と
活
気
を
得
る
。

ま
ば
ゆい
ば
か
り
の
陽
光
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
市
内
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
る
。

そ
こ
に
は
、伝
統
行
事
を
守
ろ
う
と
す
る

人
の々
揺
る
が
ない
思い
と
、

自
分
た
ちの
潟
上
を
見つめ
直
し
、

さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
熱い
思いが
あ
る
。

天
王
グ
リ
ーン
ラン
ド

まつ
り

❖ 

毎
年
8
月 

最
終
土
・
日
曜
日

市
で
は
最
大
規
模
の
イ
ベン
ト
。会
場
は

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
花
火
シ
ョ
ー
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
と
大
輪

の
花
火
が
夜
空
に
映
し
出
さ
れ
る
圧
巻
の

光
景
に
、会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に

達
し
ま
す
。

鷺
舞
まつ
り

❖ 

毎
年
8
月 

第
一
日
曜
日

「
鷺
舞
」に
は
田
の
豊
作
と
疫
病
消
除
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

寛
文
4
年（
一六
六
四
）下
虻
川
神
社
建
立
の

際
、秋
田
藩
二
代
藩
主
・
佐
竹
義
隆
公
に「
鷺

舞
」を
披
露
し
た
と
い
う
い
わ
れ
に
ち
な
み
、

飯
田
川
地
区
の
伝
統
芸
能
と
し
て
昭
和
59
年

に
復
活
し
ま
し
た
。

古
式
に
の
っ
と
り
下
虻
川
神
社
で
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。鷺

舞
ま
つ
り
で
は
、

八
郎
まつ
り

❖ 

毎
年
8
月
16
日

か
つ
て
日
本
で
二
番
目
に
大
き
な
湖
で

あ
っ
た
八
郎
湖
は
、国
家
に
よ
る
世
紀
の
干

拓
事
業
に
よ
り
、そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
ま

し
た
。湖
と
生
活
を
共
に
し
た
人
々
が
か
つ

て
の
八
郎
湖
に
思
い
を
致
し
、昭
和
42
年
、

秋
田
三
湖（
十
和
田
湖
・
田
沢
湖
・
八
郎
湖
）

に
伝
わ
る「
八
郎
太
郎
物
語
」を
蘇
ら
せ
た

「
八
郎
ま
つ
り
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

男
若
衆
が
長
さ
64
メ
ー
ト
ル
の
八
郎
竜

を
、女
若
衆
が
35
メ
ー
ト
ル
の
辰
子
竜
を
担

ぎ
、時
折
炎
を
吐
く
よ
う
な
姿
を
見
せ
な

が
ら
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

ク
ラ
イ
マッ
クス
は
、メ
イ
ン
会
場
の
昭
和
出

張
所
前
で
多
く
の
観
衆
が
出
迎
え
る
中
、「
双

竜
出
会
い
の
セレモニ
ー
」が
行
わ
れ
ま
す
。

の
り
祭

夏。

飯
田
川
出
張
所
前
の
広
場
で
園
児
に
よ
る
孫

鷺
、女
子
児
童
に
よ
る
子
鷺
の
舞
と
続
き
、か

わ
い
ら
し
い
群
舞
が
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。最
後
は
、2
羽
の
親
鷺
よ
っ
て
往
時
の

義
隆
公
の
御
前
で
の
場
面
が
再
現
さ
れ
、優

美
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
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空
気
が
澄
み
わ
た
り
、黄
金
の
波
と
広
が
る
夕
や
け
空
。

稲
穂
がこ
う
べを
垂
れ
、果
実
が
大
き
く
実
る
と
、

潟
上
の
大
地
は
充
実
し
た
季
節
を
迎
え
る
。

そ
し
て
、農
作
物
の
収
穫
を
喜
び
感
謝
す
る
。

人
の々
心
も
ほっこ
り
と

安
心
感
で
満
た
さ
れ
る
季
節
。

か た が み の 四 季

の
り
実

秋。
か た が み の 四 季

果
樹

沿
岸
部
の
砂
丘
地
帯
で
は
、梨
・
ぶ
ど

う
・
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。新
た
な
特
産
品
と
し
て
、

大
玉
で
香
り
が
強
く
す
っ
き
り
と
し
た
甘
み

の「
か
ほ
り
梨
」が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
果
樹
園
は
観
光
農
園
・
体
験
農

園
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、収
穫
期
に
は
家

族
連
れ
や
体
験
学
習
で
の
利
用
者
な
ど
、多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
・
花
き

市
内
で
は
ネ
ギ
や
大
豆
・
枝
豆
な
ど
の
野

菜
も
積
極
的
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。品
質
向

上
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
や
、稲
作
の
転

作
・
複
合
作
物
と
し
て
の
生
産
に
向
け
た
動

き
も
進
ん
で
い
ま
す
。

花
き
は
ビニ
ー
ルハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
生
産

が
多
く
、一
年
を
通
じ
、多
種
多
様
な
草
花
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。秋
田
県
花
き
種
苗
セン

タ
ー
が
立
地
す
る
な
ど
、花
き
の
生
産
・
消
費

の
振
興
の
中
心
地
と
な
って
い
ま
す
。

稲
作

八
郎
湖
の
湖
岸
に
沿
っ
て
広
が
る
広
大

な
田
園
は
、秋
田
平
野
と
い
う
肥
沃
な
土

地
に
恵
ま
れ
た
穀
倉
地
帯
の
一
部
を
成
し

て
い
ま
す
。

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
中
で
も
大

き
な
部
分
を
占
め
る
稲
作
で
す
が
、最
近
は

従
来
の
方
法
に
加
え
、減
農
薬
の
ブ
ラ
ン
ド
や

高
品
質・良
食
味
米
の
生
産
な
ど
、新
し
い
稲

作
の
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
園
風
景
は
ふ
る
さ
と
を
連
想
さ
せ
る

情
景
で
も
あ
り
ま
す
。春
は
陽
光
を
映
し
出

す
瑞
々
し
い
水
田
、夏
は
風
に
波
打
つ
青
々
と

茂
っ
た
稲
、秋
は
遥
か
向
こ
う
ま
で
広
が
る
黄

金
色
の
稲
穂
、冬
は
時
折
地
吹
雪
を
巻
き
起

こ
す
一
面
の
雪
景
色
。そ
ん
な
懐
か
し
い
光
景

が
、潟
上
市
に
は
数
多
く
残
って
い
ま
す
。
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寒
さ
が
厳
し
く
長い
潟
上
の
冬
。

そ
の
中
で
人
の々
暮
ら
し
と

食
を
豊
か
に
す
る
海
の
恵
み
がこ
こ
に
は
あ
る
。

冬
の
荒
々
しい日
本
海
か
ら
命
の
恩
恵
を
受
け
、

人
々
は
強
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
も
らい
、

ま
た
あ
た
た
かい
春
が
来
るの
を
待つ
。

か た が み の 四 季

の
り
漁

冬。
か た が み の 四 季

佃
煮

市
の
特
産
品
で
あ
る
佃
煮
は
、そ
の
独
特

の
味
わ
い
で
全
国
的
に
も
有
名
で
す
。八
郎

湖
で
漁
獲
さ
れ
た
ワ
カ
サ
ギ
、シ
ラ
ウ
オ
、ハゼ

な
ど
が
佃
煮
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
佃
煮
の
歴
史
は
100
年
以
上
に

も
な
り
、現
在
も
県
内
の
8
割
を
占
め
る
佃

煮
加
工
業
者
が
点
在
し
て
い
ま
す
。十
数
軒

の
佃
煮
加
工
業
者
が
軒
を
連
ね
ま
す
。昔
か

ら
の
製
法
を
守
り
な
が
ら
、新
し
い
商
品
の

開
発
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、八
郎
湖

の
恵
み
の
魅
力
を
次
々
と
生
み
出
し
続
け
て

い
ま
す
。

北
限
の
秋
田
ふ
ぐ

潟
上
市
の
日
本
海
の
沖
合
は
、日
本
で
最

北
の
フ
グ
の
産
卵
場
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。天

然
ト
ラ
フ
グ
を
は
じ
め
、そ
の
品
質
は
以
前
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、ほ
と
ん

ど
が
県
外
に
出
荷
さ
れ
、地
元
で
の
消
費
は
少

な
い
も
の
で
し
た
。

近
年
、地
元
で
獲
れ
る
良
質
な
フ
グ
を
地
元

で
も
味
わ
お
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
ま
す
。市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
新
た
な
特
産

品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い

さ

八
郎
湖
と
日
本
海

豊
か
な
水
の
恵
み
に
囲
ま
れ
た
潟
上
市
は
、

海
面・内
水
面
と
も
に
良
質
な
漁
場
と
な
って

お
り
、多
種
多
様
な
魚
が
県
内
外
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、釣
り
を
楽
し
む
人
た
ち
に

と
って
の
人
気
ス
ポッ
ト
に
も
な
って
い
ま
す
。

八
郎
湖
は
か
つ
て
の
干
拓
事
業
に
よ
り
、日

本
で
第
二
の
面
積
だ
っ
た
湖
面
が
5
分
の
1

に
ま
で
縮
小
さ
れ
、漁
業
の
形
態
も
そ
の
変
化

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。佃
煮
な
ど
に
加
工

さ
れ
る
ワ
カ
サ
ギ
、シ
ラ
ウ
オ
、ハゼ
類
を
は
じ

め
、コ
イ
、フ
ナ
な
ど
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
沿
岸
で
は
、定
置
網
・
刺
し
網
・は

え
縄
な
ど
の
漁
船
漁
業
を
中
心
に
、タ
イ
、ヒ

ラ
メ
、ブ
リ
、ハ
タハ
タ
、キ
ス
、マ
ダ
ラ
、ガ
ザ
ミ
、フ

グ
、イ
ワ
ガ
キ
な
ど
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
名
物
の
ハ
タハ
タ
は
、旬
の
時
期
に
は

豊
富
に
水
揚
げ
さ
れ
、待
ち
に
待
っ
た
冬
の

味
覚
を
も
た
ら
し
ま
す
。

漁
の
期
間
や
操
業
時
間
の
制
限
、種
苗

放
流
な
ど
、漁
業
に
携
わ
る
人
々
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、資
源
保
護
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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時
代
を
超
え
て

継
承
さ
れ
て
き
た

伝
統
文
化
。

先
人
た
ち
の
熱
い
魂
と

深
い
知
恵
が
、

息
づ
い
て
い
ま
す
。

例
大
祭

牛
乗
り・く
も
舞い

「
素
戔
嗚
尊（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）の
八

岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）退
治
」を
再
現

し
た
も
の
と
さ
れ
、多
く
の
人
が
見
守
る
中
、

神
々
し
い
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

 

境け
い
だ
い内
に
響
く
山
太
鼓
の
音
と
と
も
に

神み
こ
し輿
の
巡
幸
が
始
ま
り
、「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
」と
し
て
の
神
格
を
纏ま

と

っ
た
神し

ん
じ
ん人
が

御お
み
う
し

神
牛
に
乗
り
、町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

船
越
水
道（
天
王
岸
）に
達
す
る
と
、山
太

鼓
が
一
斉
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、真
紅
の
衣
を

身
に
着
け
た
神
人「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」が
、湖

面
に
浮
か
ぶ
船
上
で
宙
返
り
な
ど
の
所
作

を
舞
う「
く
も
舞
い
」を
演
じ
ま
す
。

❖
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

東
湖
八
坂
神
社

統
人
行
事

文
化
と

伝
承
を
憶
う
。

東と
う
こ湖
八や

さ
か坂
神じ

ん
じ
ゃ社
の
起
源
は
、延
暦
20
年

（
八
〇
一
）、坂
上
田
村
麻
呂
が
北
野
原
東
湖

宮
に
社
を
建
立
し
、ス
サ
ノ
オ
ノ
ミコ
ト
を
祀っ

た
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。庶
民
か
ら
は「
お
天

王
さ
ん
」と
し
て
親
し
ま
れ
、安
東
氏
や
佐
竹

氏
と
いっ
た
統
治
者
の
庇
護
に
あ
ず
かっ
た
と

い
う
記
録
も
あ
り
、広
く
信
仰
の
対
象
と
なっ

て
い
ま
す
。

奇
祭
と
し
て
も
知
ら
れ
る
統と

う
に
ん人
行
事
。現

在
の
地
で
の
祭
事
は
、康
平
5
年（
一
〇
六
二
）

か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
なった
と
い
わ
れ
、お
よ

そ
千
年
に
わ
たって
伝
統
を
厳
格
に
守
り
な

が
ら
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

諸
祭
事
は
1
年
間
に
わ
た
り
、「
統
人
」と
呼

ば
れ
る
人
た
ち
が
中
心
に
なって
執
り
行
わ
れ
ま

す
。最
大
の
祭
事
は
毎
年
7
月
7
日
の「
天
王

祭
」で
、神み

こ
し輿
の
巡
幸
、牛
乗
り
神
事
、く
も
舞
い

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

昭
和
61
年（一九
八
六
）、国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
住
民
に
よ
る

草
木
谷
で
の

環
境
保
全
活
動

潟上市郷土文化保存伝習館
（石川理紀之助翁遺跡地）

適産調や和歌・随筆など、理紀之助の膨大な量の遺著や収
集物のほか、郷土の歴史・民俗・産業に関するさまざまな資料
を保存・展示しています。
遺跡地では、尚庵、書庫、備荒倉などの建物を見学すること

ができます。また、約1・2キロ東の「草木谷」には、自給自足生活
を送った山居（復元）があります。

寝て居て人を起こすこと勿れ（理紀之助 筆）
自ら早起きをし、率先して働くという意。
理紀之助が生涯の信条とした言葉。

草木谷の山居	
10年間の貧農生活を送った山居。明治31年に焼
失しますが、弟子たちが駆けつけて5時間で再建
し、五時庵ともいわれています。

備荒倉
石川家の倉で、玄米、麦、稗などを蒸して備蓄し、
凶作や飢饉に備えました。

三井文庫
生涯で読んだ1万冊の書籍、和歌や適産調の遺
稿、各地に救済事業に赴く際の旅行用具などが保
存されていました。

尚庵
晩年を過ごし、自らが農民であることを忘れ
ず質素な生活を送りました。

 ❖貧農救済を生涯の使命とした、郷土の先覚者

聖農 石川理紀之助
［1845～1915］

文
化
と

伝
承
を
憶
う
。

理
紀
之
助
が
貧

農
生
活
を
送
っ
た

草
木
谷
は
、近
年

は
人
の
手
が
入
ら

ず
荒
廃
し
た
土

地
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。草
木
谷
を

復
活
さ
せ
、里
山

の
保
全
と
八
郎
湖

の
水
源
地
と
し
て
の
環
境
再
生
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、地
域
住
民
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、地
元
の
大
豊
小
学
校
の
児

童
が
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を
体
験
す
る「
田

ん
ぼ
の
学
校
」や
、地
域
住
民
の
共
同
作
業
に

よ
る「
酒
米
栽
培
」。い
ず
れ
も
手
作
業
に
よ
る

農
法
、無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
行
い
ま
す
。ま

た
、ホ
タ
ル
観
賞
会
な
ど
の
自
然
観
察
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

生
き
物
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
下

流
の
八
郎
湖
の
水
質
保
全
を
通
し
、環
境
教
育

や
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

板木
午前3時に打ち鳴らして農民を起床さ
せ、仕事に取りかからせました。打つと
きはその音が村外の人や未来の人にも
届くように気持ちを込めたといいます。

石
川
理
紀
之
助
は
明
治
期
の
農
業
指
導

者
。「
聖
農
」と
敬
称
さ
れ
全
国
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。生
涯
を
農
業
指
導
・
農
村
救
済
に

さ
さ
げ
、今
日
の
秋
田
県
の
農
業
の
基
礎
を

築
き
ま
し
た
。

秋
田
郡
小
泉
村（
秋
田
市
）に
生
ま
れ
、

学
問
好
き
な
祖
父
の
影
響
で
幼
少
時
か
ら

勉
強
に
励
み
、生
涯
で
1
万
冊
の
本
を
読
破

し
た
と
いい
ま
す
。

21
歳
、山
田
村（
潟
上
市
昭
和
）の
地

主
・
石
川
家
の
婿
養
子
に
な
り
、逼
迫
し
て

い
た
石
川
家
の
家
計
を
立
て
直
し
ま
す
。

同
時
に
村
全
体
の
復
興
も
図
り
、「
農
業
耕

作
会
」を
組
織
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、秋
田
県
庁
で
農
政
に
従
事
。34

歳
の
と
き
、農
民
ら
が
技
術
情
報
や
種
苗

を
交
換
し
合
う「
種
子
交
換
会
」を
開
催
。

130
年
以
上
た
っ
た
現
在
も
続
く「
秋
田
県

種
苗
交
換
会
」の
起
源
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

「
歴
観
農
話
連
」を
結
成
し
、農
業
の
賢
人

で
あ
る「
老
農
」を
招
き
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

39
歳
で
県
庁
を
退
職
。再
び
山
田
村
に

戻
り「
山
田
経
済
会
」を
設
立
し
ま
す
。村

の
借
金
を
5
年
で
返
済
し
た
実
績
は
政
府

に
ま
で
知
れ
わ
た
り
、農
商
務
省
で
成
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

山
田
経
済
会
に
対
す
る
一
部
か
ら
の
批
判

を
受
け
、草
木
谷
の
山
居
で
自
給
自
足
の
生

活
を
送
り
ま
す
。地
主への
借
金
を
3
年
で
返

済
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
、自
身
の
誠
意

と
方
法
論
の
正
し
さ
を
世
に
示
し
ま
し
た
。

51
歳
、各
地
の
土
地
を
調
査
し
適
地
適

産
を
進
め
る「
適
産
調
」に
取
り
か
か
り
ま

す
。7
年
に
わ
た
っ
て
秋
田
・
福
島
の
2
県

49
町
村
を
調
査
し
、731
冊
も
の
調
査
書
を

ま
と
め
ま
し
た
。

晩
年
も
農
村
救
済
の
活
動
を
続
け
、58

歳
で
同
志
7
名
と
宮
崎
県
で
、68
歳
で
は

仙
北
郡
強
首
村
九
升
田（
大
仙
市
）で
事
業

に
あ
た
り
ま
す
。老
体
と
な
って
も
農
村
復

興
に
力
を
注
ぐ
姿
は
、農
民
た
ち
の
心
を
大

い
に
動
か
し
ま
し
た
。県
内
で
の
事
業
の
途

中
、71
歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。
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 ❖地域開発と村民の豊かな生活を実現

鐙
あ ぶ み

長
ち ょ う

右
う え

衛門
も ん

［1830〜1896］

文
化
と

伝
承
を
憶
う
。

 ❖国指定重要有形文化財

神明社観音堂

 

❖
国
指
定
重
要
有
形
文
化
財

小
玉
家
住
宅

❖天王地区の開拓に心血を注ぐ

二
 ふ た

田
だ

是
 こ れ

雄
お

［1830〜1883］

 ❖村の救済と自治に尽くした博学者

菅
す が わ ら

原源
げ ん ぱ ち

八
［1794〜1879］

は
じ
め
は
八
郎
湖
の
東
側
湖

岸
に
あ
り
、創
建
は
室
町
時
代

末
期
と
さ
れ
ま
す
。元
禄
2
年

（
一
六
八
九
）に
現
在
地（
潟
上

市
飯
田
川
）に
移
り
、享
保
19
年

（
一
七
三
四
）改
築
の
棟
札
が
残
っ

て
い
ま
す
。

社
の
全
体
が
ケ
ヤ
キ
か
ら
で
き
て

お
り
、精
巧
に
組
み
込
ま
れ
た
棟

梁
や
絢
爛
た
る
彫
刻
が
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

堂
内
に
は
室
町
時
代
の
作
と
さ

れ
る
厨
子
、シ
カ
の
足
を
抱
え
た
白

狐
の
ミ
イ
ラ
が
現
在
も
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
世
初
頭
か
ら
中
期
に
お
け
る

秋
田
県
の
建
築
を
探
る
う
え
で
大

変
貴
重
で
あ
り
、昭
和
27
年
に
国

指
定
重
要
有
形
文
化
財（
建
造

物
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
玉
醸
造
株
式
会
社
の
創
業

家
で
あ
る
小
玉
家
は
、当
時
の
飯

田
川
地
区
に
お
い
て
、羽
後
飯
塚

駅
や
銀
行
の
誘
致
、農
地
の
開

墾
な
ど
を
行
い
、家
業
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
近
代
化
を
進
め
る

う
え
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

小
玉
家
住
宅
は
主
屋
、文
庫

蔵
、米
蔵
、車
庫
か
ら
な
り
、い
ず

れ
も
大
正
12
年（
一
九
二
三
）に

建
造
さ
れ
ま
し
た
。

主
屋
は
、良
質
な
秋
田
杉
な

ど
を
材
料
に
卓
越
し
た
建
築
技

術
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

接
客
に
重
き
を
置
き
、座
敷
か
ら

美
し
い
庭
園
を
眺
め
ら
れ
る
空

間
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。文
庫

蔵
、米
蔵
、車
庫
も
、当
時
の
先

進
的
な
工
法
と
伝
統
的
な
意
匠

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
、非
常
に
価

値
の
高
い
建
造
物
で
す
。

優
れ
た
近
代
建
築
と
、地
域

の
発
展
に
寄
与
し
た
当
時
の
小

玉
家
の
様
子
を
知
る
た
め
の
貴

重
な
手
が
か
り
で
あ
り
、平
成
20

年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

（一般
公
開
は
行って
お
り
ま
せ
ん
）

新
関（
潟
上
市
昭
和
）に
生
ま

れ
、家
業
の
農
業
を
営
み
な
が
ら

長
き
に
わ
た
り
村
の
要
職
を
務

め
、医
者
と
し
て
も
村
民
の
救
済

に
尽
し
続
け
ま
し
た
。

21
歳
か
ら
50
歳
ま
で
新
関
村

長
名
役（
村
の
自
治
の
中
心
的
役

割
）、63
歳
ま
で
大
久
保
村
肝
煎

役（
現
在
の
村
長
）な
ど
、若
い
時

か
ら
村
の
指
導
的
立
場
に
立
ち

ま
す
。

天
保
4
年（
一
八
三
三
）の
大

飢
饉
で
は
私
財
を
投
じ
て
難
民

救
済
に
あ
た
り
、一
八
六
二
年
の

疫
病
大
流
行
で
も
多
く
の
患
者

の
治
療
に
尽
力
し
ま
し
た
。

著
作
し
た
随
筆
は
48
冊
に
の

ぼ
り
、華
道
・
茶
道
、漢
詩
・
和

歌
・
俳
句
・
川
柳
に
も
精
通
し

ま
す
。現
在
の
大
豊
小
学
校
の

起
源
と
な
る
寺
子
屋
を
開
き
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
書
き
、俳

句
、華
道
な
ど
の
教
育
に
あ
た
り

ま
し
た
。

常
に
謙
虚
で
誠
実
な
行
動

は
、村
民
の
尊
敬
と
信
頼
を
集

め
ま
し
た
。弟
子
た
ち
が
そ
の
功

績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
建
て

た
筆
塚
が
、今
も
天
神
下（
潟
上

市
昭
和
）に
残
って
い
ま
す
。

飯
塚（
潟
上
市
飯
田
川
）の
出

身
。代
々
続
く
農
家
に
仕
え
、飯

塚
地
区
の
開
墾
事
業
を
数
多
く

手
が
け
ま
し
た
。

そ
の
後
天
王
に
移
住
し
、開
墾

に
取
り
か
か
り
ま
す
。砂
丘
で
土

地
が
荒
れ
た
天
王
で
の
開
墾
は

難
航
し
、特
に
水
源
の
確
保
は
困

難
を
極
め
ま
し
た
。実
地
調
査

を
重
ね
、上
新
城（
秋
田
市
）か

ら
水
を
引
く
事
業
に
着
手
。長

さ
20
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
水
路
の
建

設
は
、機
械
の
な
い
当
時
と
し
て

は
想
像
を
絶
す
る
一
大
事
業
で
し

た
が
、苦
労
に
苦
労
を
重
ね
て
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

こ
の
水
路
が
二
田
堰（
長
之
丞

堰
）で
、こ
れ
を
も
と
に
道
路
や

農
地
の
開
拓
を
進
め
、村
を
作
る

た
め
の
農
民
を
集
め
ま
す
。是
雄

は
こ
の
村
を「
二
田
村
」と
名
付

け
ま
し
た
。

ま
た
、息
子
の
是
儀
も
開
拓

に
従
事
し
ま
し
た
。親
子
二
代
の

努
力
が
、後
の
二
田
地
区
の
大
き

な
発
展
の
礎
と
な
り
、現
在
に

至
って
い
ま
す
。

下
虻
川（
潟
上
市
飯
田
川
）

生
ま
れ
。青
年
時
代
に
山
林
の

管
理
な
ど
を
務
め
た
後
、下
虻

川
村
の
総
代
人（
総
代
理
人
）に

な
り
ま
す
。

下
虻
川
の
農
地
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、県
有
地
だ
っ
た
八
郎

湖
沿
岸
の
浅
瀬
を
払
い
下
げ
て

も
ら
い
、大
規
模
な
開
墾
を
行
い

ま
し
た
。や
が
て
村
全
体
の
事
業

と
な
り
、多
く
の
新
田
が
村
民
に

配
分
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、郵
便

局
・
警
察
署
・
裁
判
所
な
ど
の
公

共
機
関
の
誘
致
、土
崎（
秋
田

市
）か
ら
医
者
を
呼
び
寄
せ
て
開

業
さ
せ
る
な
ど
、私
財
を
投
じ
て

地
域
の
発
展
に
尽
し
ま
し
た
。

長
右
衛
門
の
最
大
の
事
業

は
、飯
田
川
を
経
由
し
て
大
き

な
市
場
が
あ
る
五
十
目（
五
城

目
町
）と
各
地
を
結
ぶ
道
路
の

開
発
で
し
た
。資
金
難
に
よ
り
着

手
ま
で
は
長
い
時
間
を
要
し
ま

し
た
が
、何
度
も
陳
情
を
繰
り

返
し
た
末
、県
の
事
業
に
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
現
在
の
飯
塚
新

道
で
あ
り
、長
右
衛
門
の
努
力
の

賜
物
が
今
日
も
市
の
主
要
道
路

と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

筆塚

二田堰

飯塚新道
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ま
た
、天
王
グ
リ
ーン
ラ
ン
ド
・

ス
カ
イ
タ
ワ
ー
内「
潟
の
民
俗
展

示
室
」で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

干
拓
事
業
が
行
わ
れ
る
前
の

八
郎
湖
は
き
わ
め
て
豊
富
な
漁
場

で
、独
特
か
つ
多
彩
な
漁
法
に
よ

る
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
漁
業
の
様
子
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、先
人

た
ち
が
使
用
し
た
漁
撈
用
具
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
八

郎
潟
漁
撈
用
具
収
蔵
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
る
78
点
・
1
隻
の
資
料

が
、昭
和
35
年
に
国
の
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

か
つ
て
秋
田
県
は「
石
油
王
国

秋
田
」と
も
呼
ば
れ
、国
内
に
お
け

る
石
油
の一
大
産
出
地
で
し
た
。

そ
の
中
の
一つ
で
あ
る
豊
川
油

田
は
、明
治
15
年（
一
八
八
二
）に

石
油
開
発
の
探
査
が
始
ま
り
、

大
正
2
年（
一
九
一
三
）に
出
油
に

成
功
し
ま
す
。最
盛
期
に
は
年
間

８
万
６
千
８
百
㎘
を
産
油
し
、油

井
の
数
は
718
本
と
な
り
、県
内
で

も
有
数
の
産
出
地
で
し
た
。

ま
た
、豊
川
は
天
然
ア
ス
フ
ァル

ト（
土
瀝
青
）発
祥
の
地
と
し
て

も
知
ら
れ
、石
油
、天
然
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
、天
然
ガ
ス
と
いっ
た
複
数
の

資
源
が
産
出
・
利
用
さ
れ
る
と
い

う
、他
に
は
類
を
見
な
い
歴
史
を

持
ち
ま
す
。天
然
ガ
ス
は
現
在
も

わ
ず
か
に
産
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
、経
済
産
業
省
か
ら

「
新
潟
な
ど
関
東
甲
信
越
地
域

で
始
ま
っ
た
我
が
国
近
代
石
油

産
業
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化

産
業
遺
産
群
」の
一つ
と
し
て
選

ば
れ
、近
代
化
産
業
遺
産
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

 
❖
近
代
化
産
業
遺
産

豊
川
油
田
跡

  ❖国指定重要有形民俗文化財

八郎潟
漁撈用具

天然アスファルト
発祥の地

ルーツは縄文時代まで遡ります。江戸時
代後期には墨や灯油の原料として、明
治時代には舗装用に生産されました。

昭
和
地
区
の
新
関
に
伝
わ
る

伝
統
芸
能
で
約
170
年
前
に
始
まっ

た
と
さ
れ
、現
在
も
保
存
会
に
よ

る
継
承
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

昔
、旅
人
が
男
鹿
で
1
頭
の
雌

鹿
を
め
ぐ
る
2
頭
の
雄
鹿
の
争
い

を
目
に
し
ま
し
た
。そ
の
光
景
は

壮
絶
で
美
し
い
も
の
だっ
た
と
、八

郎
神
社
の
近
く
に
住
む
菅
原
孫

兵
衛
に
話
し
、踊
り
で
再
現
し
た

こ
と
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

刀
で
悪
魔
を
払
う
四
方
斬

り
、棒
つ
か
い
に
よ
る
棒
術
の
あ

と
、大
鹿（
青
）、中
鹿（
緑
）、牝
鹿

（
赤
）の
三
匹
と
ひ
ょっ
と
こ
面
の

岡
鹿
に
よ
る
さ
さ
ら
踊
り
が
行
わ

れ
ま
す
。鹿
の
頭
を
か
ぶっ
た
舞
は

大
変
珍
し
く
、お
囃
子
に
あ
わ
せ

た
勇
壮
な
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

❖市指定無形民俗文化財

 ナマハゲ行事
［毎年12月31日］

 

❖
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

新
関
さ
さ
ら

［
毎
年
5
月
5
日
］

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
男
鹿
の
ナマハ

ゲ
と
同
様
に
、天
王
地
区
に
お
い

て
も
古
く
か
ら
ナ
マハ
ゲ
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
や
青
の
鬼
の
よ
う
な
仮
面

を
か
ぶ
り
、ケ
デ
を
身
に
ま
と
い
、

出
刃
包
丁
や
桶
な
ど
を
持
ち
、

奇
声
を
あ
げ
な
が
ら
各
家
庭
に

現
れ
る
ナマハ
ゲ
。

ナマハ
ゲ
は
子
ど
も
に
と
って
は

恐
ろ
し
い
存
在
で
す
が
、新
春
を

迎
え
る
晴
れ
や
か
な
喜
び
を
各

家
庭
に
も
た
ら
し
、ナマハ
ゲ
を
通

じ
て
家
族
の
絆
が
よ
り
深
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、現
在
も
さ
ま
ざ
ま

な
地
区
で
伝
統
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

文
化
と

伝
承
を
憶
う
。
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潟
上
市
の
醸
造
業
の
歴
史

は
130
年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

明
治
12
年（
一八
七
九
）に
小
玉

醸
造
株
式
会
社
が
醤
油
・
味
噌

の
醸
造
元
と
な
り
、大
正
2
年

（
一
九
一
三
）に
酒
造
も
開
始
し

ま
し
た
。

現
在
も
市
内
で
は
各
地
で
醸

造
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
熟
練
の
技

と
地
元
産
の
良
質
な
原
材
料
に

よ
り
、生
産
量
・
品
質
と
も
に

県
内
トッ
プレベルで
す
。

特
に
酒
造
で
は
水
が
重
要

な
原
料
の一つ
で
、そ
の
良
し
悪

し
が
品
質
に
直
接
影
響
し
ま

す
。市
内
に
は
豊
か
で
良
質
な

水
を
も
た
ら
す
水
源
が
あ
る
た

め
、醸
造
に
適
し
た
水
を
十
分

確
保
で
き
て
い
ま
す
。

「
ブル
ー
ホ
ール
」は
、小
玉
醸

造
株
式
会
社
の
日
本
酒
貯
蔵
庫

（
一
九
二
二
年
建
築
）を
リ
ノベ
ー

ション
し
た
写
真
ギャ
ラ
リ
ー
で
、

二
〇
〇
九
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。潟

上
市
出
身
の
水
中
写
真

家
・
中
村
征
夫
氏
の
写
真
を

常
設
展
示
し
、招
待
作
家
に
よ

る
企
画
展
や
講
演
会
・ト
ー
ク

ショー・コン
サ
ー
ト
な
ど
の
イベン

ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ブルーホール 小玉醸造

〈 醤油 〉
いろいろな料理に合うよう、「こい
くち」、「うすくち」などの種類が作
られています。健康に配慮し、塩
分を減らした商品も開発されて
います。

〈 清酒 〉
酒造りのために研究・開発された「美山錦」などの良質な
酒米を使い、蔵人のこだわりの製法で生み出された逸品
が揃います。洗練された味と香りは国内のみならず世界的
にも認められ、数 の々賞を受賞しています。

〈 創作こけし 〉
その年の干支、農村の家族、伝統行事
の鷺舞など、バラエティに富んだ作品が作
られています。やわらかい表情と可愛らし
い佇まいは、見る者をほっこりした気分に
させてくれます。
お土産として人気があるほか、世界的にも
たくさんの注目を集めています。

〈 米穀加工食品 〉
秋田県産米を原料に、白玉粉やきな
粉といった昔ながらの製品をはじめ、
最近ではパンやケーキなどの洋菓子
にも利用され、いろいろな新しい商品
が登場しています。

〈 味噌 〉
米麹を贅沢に使い、米どころならではの製法
で作られる「秋田味噌」。深い香りの中に独
特の甘みと旨みがあります。

熟 練 の 技 逸 品
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県
内
で
も
有
数
のレ
ジャ
ーエ

リ
ア
。県
道
56
号
に
面
し
、「
道

の
駅
て
ん
の
う
」と
し
て
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。水
と
緑
が

美
し
い
鞍
掛
沼
の
周
囲
に
、高

さ
59
・
8
メ
ー
ト
ル
で
市
内
や

男
鹿
半
島
を
一
望
で
き
る
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
、ピ
クニッ
ク
や
バ
ーベ

キュー
を
楽
し
め
る
広
場
、東
湖

八
坂
神
社「
統
人
行
事
」を
学

習
で
き
る
伝
承
館
、古
代
の
集

落
を
復
元
し
た
歴
史
の
広
場

な
ど
、多
種
多
様
に
楽
し
め
るス

ポット
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

平
成
24
年
か
ら
25
年
に
か
け

て
の
改
修
工
事
で
、県
内
初
と

な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
フ
ル
カ
ラ
ー
電
光

掲
示
板
の
設
置
、外
野
フェンス

の
緩
衝
ラ
バ
ー
や
防
球
ネ
ッ
ト

の
新
設
な
ど
、高
機
能
と
安

全
性
を
兼
ね
備
え
た
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
球
技
場（
サ
ッ

カ
ー
、ラ
グビ
ー
可
）

全
天
候
型
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、散
策
路

も
あ
り
、市
民
の

健
康
づ
く
り
と
憩

い
の
場
に
な
って
い

ま
す
。

砂
浜
の
長
さ
は
お
よ
そ
400

メ
ー
ト
ル
。海
水
浴
に
適
し
た

遠
浅
の
海
岸
で
、家
族
連
れ
や

若
者
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。遠

く
に
望
む
男
鹿
半
島
や
鳥
海

山
、赤
々
と
輝
き
な
が
ら
日
本

海
に
沈
む
夕
陽
と
い
う
壮
大

な
パ
ノ
ラ
マ
が
目
の
前
に
広
が

り
ま
す
。

天王
グリーンランド

秋田県フットボールセンター
JFA公認の人工芝ピッチで、クラブハウス
や夜間照明も完備。サッカー、ラグビー、
陸上競技の練習、各種スポーツ大会、地域の運動会やイベン
トなど、スポーツ振興や地域の交流に広く活用されています。

観賞温室
植物の生育環境の管理が徹底さ
れ、秋田県産の花や珍しい熱帯植
物など、一年を通してさまざまな植
物が多数展示されています。

アグリプラザ昭和
地元昭和地区で生産された草花、
産直野菜、地域の特産品などを多
数販売。「産品交流コーナー」では、
秋田では珍しい県外の道の駅の商
品を取り揃えています。

天王温泉くらら
県内最大級の公共温泉施設。和・洋2タ
イプの大浴場、高温・低温2種のサウナ、
露天風呂のほか、岩盤浴、リラクゼーショ
ンといった癒しのスペースも充実。レスト
ラン、貸し切り個室、120畳の大広間もあ
り、食事や宴会にも利用できます。

レストラン花の大地
窓の向こうに広がる花を楽しみながらお食事がで
きる、おしゃれで解放的な空間です。

食菜館くらら
地元産の安心・安全で新鮮な野菜、果
物、鮮魚のほか、それらを利用して作ら
れた加工品を販売。豊富な品ぞろえと手
ごろな価格で大変人気があります。また、
館内のレストランでは地元産の食材を
使った料理を提供しています。

ブルーメッセ
あきた

出戸浜海水浴場 長沼球場
（追分地区公園）

バーベキュー広場
県内有数のバーベキュースポット。充実した設備で
大変人気があります。春から秋にかけて、子どもか
らお年寄りまでたくさんのアウトドアを楽しむ人たち
に利用されています。

伝承館 八坂の館
東湖八坂神社統人行事に関する博物館。行事の
歴史やスナノオノミコトの神話を、展示やオブジェク
トでわかりやすく説明しています。

「
道
の
駅
し
ょ
う
わ
」と「
秋

田
県
花
き
種
苗
セ
ン
タ
ー
」が

あ
る
エ
リ
ア
一
帯
の
愛
称
。ド

イ
ツ
語
で
花
を
意
味
す
る「
ブ

ル
ーメ
」と
、市
場
を
意
味
す
る

「
メッセ
」を
結
び
付
け
て
、「
ブ

ル
ー
メッセ
」と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

一
年
を
通
し
て
多
種
多
様
な

花
を
楽
し
め
る
芝
生
花
壇
広

場
や
観
賞
温
室
を
は
じ
め
、特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、レス
ト
ラ

ン
な
ど
、訪
れ
た
人
が
さ
ま
ざ

ま
に
楽
し
め
る
各
種
施
設
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
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潟上市M A P

イべントスケジュー ル

月 イベント

4月中旬 全県ふな釣り大会

7月6日・7日 東湖八坂神社例大祭

8月第1日曜日 鷺舞まつり

8月16日 八郎まつり

8月最終土・日曜日 天王グリーンランドまつり

10月中旬 潟上市健康マラソン大会

10月中旬〜下旬 潟上市文化祭・産業まつり

12月〜1月 天王グリーンランドイルミネーション点灯

❶潟上市役所

❷天王グリーンランド ❼元木山公園❹昭和工業団地 ❾ブルーメッセあきた

❸東湖八坂神社 ❽ブルーホール❻梅の里❺出戸浜海水浴場 ❿潟上市郷土文化保存伝習館
（石川翁資料館）
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こ
の
3
つ
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

で
す
。

潟
上
市
は
、市
民
が
主
人
公
と
い
う
考

え
の
も
と「
潟
上
市
自
治
基
本
条
例
」を
制

定
し
、市
民
が
主
体
的
に
市
政
に
参
画
・
協

働
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、「
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
の
流
れ

を
継
承
し
つ
つ
、豊
か
な
自
然
と
地
域
資
源

の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
、健
康
で
安
心
と

し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第 2 次 潟 上 市 総 合 計 画

潟
上
市
は
、秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
沿

岸
部
に
位
置
し
、面
積
は
9
7.
7
3
㎢
で

県
内
で
は
最
小
の
市
で
す
。

市
の
中
央
部
及
び
北
部
は
秋
田
平
野
の

北
辺
部
に
あ
た
り
、八
郎
湖
に
向
か
っ
て
広

大
な
田
園
地
帯
が
広
が
り
ま
す
。沿
岸
部

に
は
砂
丘
が
連
な
り
、集
落
や
畑
地
、樹
園

地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
都
秋
田
市
に
隣
接
し
た
ベッ
ド
タ
ウ
ン

と
い
う
都
市
的
な
特
性
も
あ
り
、鉄
道
や

高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、秋
田
空
港
か
ら

車
で
30
分
程
度
の
距
離
に
あ
る
な
ど
、首

都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
潟
上
市
は
、自
然
と
の
共
生

と
恵
ま
れ
た
居
住
環
境
と
い
う
、地
域
の
活

性
化
へ
の
高
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、時
代
の
潮
流
や
住
民
ニ
ー
ズ
の

まちづくりの

基本目標

自然と共生する、

環境保全都市

安全に過ごせる、

安心居住都市

便利に住まえる、

快適空間都市

健やかに暮らす、

健康福祉都市

活力にあふれる、

田園拠点都市

次代の人が育つ、

生涯学習都市

みんなでつくる、

参画協働都市

前期基本計画における

重点テーマ

変
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
に

よ
る
労
働
力
の
減
少
や
地
域
活
力
の
低
下
、

地
震・台
風・集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
す
る
防
災
体
制
の
強
化
、地
球
規
模
で
深

刻
化
す
る
環
境
問
題
、互
助
機
能
の
低
下
に

伴
う
人
々
の
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
な
ど
、こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
様
々
な
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、市

民
と
行
政
が
協
力
し
合
う
関
係
を
生
み
出

し
な
が
ら
、時
代
の
変
化
や
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、自
主
性
と

特
性
を
活
か
し
た「
潟
上
市
に
住
む
こ
と

に
誇
り
を
も
て
る
」ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

みんなで創る
しあわせ実感都市

潟上
〜文化の風薫る 笑顔あふれるまち〜

まちづくり
の

基本理念

[ 市 民と行 政 がともに 築くまち ]
[豊かな自然と調和した住みよいまち]
[市民がしあわせを実感できるまち]

6
7

5
4
3
2
1

市の
将来像
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基
本
目
標

基
本
目
標

基
本
目
標

13

2

自然と共生する、環境保全都市便利に住まえる、快適空間都市

安全に過ごせる、安心居住都市

潟上市総合計画

潟上市総合計画

潟上市総合計画

（1）自然環境の保全

地球温暖化対策や低炭素社会の構築、また地域の豊
かな自然環境を保全する取り組みを進めています。

◦�環境意識の高揚
◦温暖化対策の推進
◦八郎湖の水質保全対策の推進
◦公害対策の強化

（1）道路・交通網の充実

市民が安全に市内を移動・交流できるよう、道路の新
設改良と維持管理など計画的に整備を進めています。
また、公共交通の利用状況やニーズ、地域の実情を考
慮した役割・効果などを総合的に勘案し、公共交通機
能の向上を目指しています。

◦�幹線道路・生活道路の整備
◦道路維持の充実
◦除排雪体制の充実
◦鉄道の利便性向上
◦公共交通網の形成

（2）都市環境の整備

人口減少・超高齢社会等に対応し、都市機能の集約
促進等を目指した「コンパクトなまちづくり」を進めてい
ます。また、快適で安心な都市環境の整備を進めるた
め、計画的な地籍調査事業を推進しています。

◦�多核ネットワーク型都市形成への誘導
◦適正な土地利用に向けた規制と誘導
◦都市景観の形成
◦緑化の推進
◦市営住宅の整備
◦地籍調査事業の推進

（1）消防・防災対策の充実

防災力の体制強化に努
め、安心して暮らせる総合的
な防災対策を進めています。

◦防災対策の強化
◦地域防災力の強化
◦救助・救急体制の充実

（2）循環型社会の形成

市民、事業者、市が情報を共有し、連携・協力しながら
ごみの減量や資源循環に取り組むことで循環型社会の
形成を目指しています。

◦�ごみの減量化
◦ごみの適正処理
◦廃棄物処理施設の整備

（3）上下水道等の整備

市民が快適に安心して生活ができるよう、上下水道
の整備と適正な維持管理に努めています。

◦�上水道の安定供給
◦災害時の飲料水確保
◦水道事業の経営安定化
◦下水道事業等の整備
◦水洗化の促進
◦下水道事業の経営安定化

（4）情報化社会の推進

市民の利便性を第一に、安心して利用できるICTを
活用したサービスの提供を進めています。

◦�行政サービスの情報化・効率化
◦情報セキュリティ対策の強化

（2）交通安全・防犯対策の充実

� 事故や犯罪のない安全で安心して暮らせる地域社会
の実現を目指しています。

◦交通安全の推進
◦防犯体制の充実
◦空き家対策の強化

（3）消費者対策の充実

安全・安心な消費生活を送ることがで
きるよう、消費生活に関する正しい知識や
情報の普及啓発を進めています。

◦相談体制の充実
◦消費者知識の普及啓発
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基
本
目
標

基
本
目
標 45 健やかに暮らす、健康福祉都市活力にあふれる、田園拠点都市

潟上市総合計画潟上市総合計画

（1）市民の健康づくりの推進

市民一人ひとりが主体的に取り組むことができる健康
づくりを進めています。

◦計画的な健康づくりの推進
◦市民の主体的な健康づくりへの支援
◦地域医療体制の充実

（2）地域福祉の充実

すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、地域福祉活動の充実を図っています。

◦�福祉意識の高揚と広報活動の充実
◦地域福祉体制の充実
◦地域福祉を担う人材育成の推進

（3）高齢者福祉の充実

高齢者が住み慣れた地域で自分らしくいきいきと生
活ができるよう、「地域包括ケアシステム」の構築を目指
しています。

◦介護予防と地域の支え合いの推進
◦高齢者の生きがい対策の推進

（1）農林水産業の振興

新規就農者の確保・育成を促進するとともに、経営の
規模拡大や新たな複合経営、加工や流通・販売など異
業種と連携した6次産業化への取り組みを進めていま
す。また、農地や森林、湖、海洋の持つ多面的な機能の
維持に努めています。

◦農林産物等の生産振興
◦農村環境の適切な保全管理
◦農業をリードする担い手の育成・確保
◦地産地消の推進
◦森林資源の保全と活用
◦内水面漁業の振興
◦海面漁業の振興

（2）商工業の振興

新たな産業の育成と企業の立地環境の向上を目指し
つつ、従来の地域商工業にも目を向けた施策を展開し
ています。

◦�商業の振興
◦工業の振興
◦企業誘致の推進

（4）障がい者福祉の充実

市民の障がいに対する理
解を深めるとともに、本人の
自主性・主体性を尊重した
生活を支える総合的な支援
体制の充実を図っています。

◦�地域における生活支援体制
の充実
◦障がいのある人一人ひとりの自立と社会参加の促進
◦心のバリアフリーの推進

（5）社会保障の充実

各種社会保障制度の正しい理解のもと、市民に対す
る啓発活動に努めながら、適正かつ効率的な事業運営
を図っています。

◦国民健康保険事業の適正な運営
◦後期高齢者医療制度の周知
◦介護保険事業の健全な運営
◦国民年金制度の周知と加入促進
◦生活保護制度の適正な実施とセーフティネットの確保

（3）観光の振興

既存観光施設等のさらなる充実と新たな観光資源の
発掘、地域特性を活かし地場産品・特産品の開発・販
路拡大などを進めています。

◦� 観光施設の整備・連携
◦観光イベントの充実
◦特産品等の開発・販売促進

（4）定住・移住の推進

� 就業・雇用の場を確保することにより、市内で育った
若者がそのまま定住できるよう、さらには、移住者やUJI
ターン者等、市外からの転入者の増加を図っています。

◦定住・移住の推進
◦雇用促進対策の推進
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基
本
目
標 6次代の人が育つ、生涯学習都市

潟上市総合計画

（1）子ども・子育て支援の充実

安心して妊娠、出産、子育てを行えるよう、切れ目のな
い支援体制の充実を図っています。また、子育て家庭の
経済的な負担軽減と心身の健康の保持と生活の安定を
図り、子どもが健やかに育つ地域社会の構築を目指して
います。

◦子どもを産み育てやすい環境づくり
◦妊産婦の健康管理体制の充実
◦乳幼児の健康管理体制の充実
◦保育サービスの充実
◦幼児教育の推進
◦教育・保育の質の向上と幼保一体施設の整備
◦感染症対策の推進
◦思春期保健対策の拡充
◦ひとり親家庭等への自立支援の促進
◦子ども医療費助成制度の拡充
◦要保護児童への支援の充実
◦出逢い・結婚の支援

（2）学校教育の充実

幅広い視野に立って柔軟に考え、郷土を愛し、思いや
りの心をもって、自ら行動できる子どもたちを育むよう、学
校教育の充実を図っています。また、「まちづくりは人づく
り」を継続的に実践・発展させていくために必要な学習
環境や教育施設の整備を進めています。

◦教育内容の充実
◦「ふるさと教育」と「心の教育」の推進
◦教育環境の整備・充実
◦相談体制の充実
◦特別支援教育の推進
◦家庭・地域との連携
◦学校保健の充実
◦学校給食の充実
◦教育に対する保護者負担の軽減

（3）生涯学習の推進

生涯学習活動をとおして、地域の教育力向上が図ら
れるよう、一人ひとりが主体的に地域活動に参画し、相
互に支え合いながら、地域課題の解決や地域の活性化
に結びつくような生涯学習・社会教育事業を進めてい
ます。

◦生涯学習活動の推進
◦公民館事業の充実
◦図書館事業の推進

（4）青少年の健全育成

青少年の健全育成団体や子ども会組織の体制強化
を支援し、青少年の健全育成活動を進めています。ま
た、すべての子どもが安心して快適に過ごすことができ
るよう、放課後児童クラブの運営と保育環境の向上を
図っています。

◦家庭教育の充実
◦子ども会活動の充実支援
◦児童館活動の推進
◦青少年健全育成の体制強化
◦放課後児童クラブの運営

（5）スポーツ活動の推進

市民が自主的・主体的にスポーツ・レクリエーション
活動に親しめるよう、各種スポーツ団体の組織強化及び
指導者の確保・育成などの環境づくりの充実を図ってい
ます。

◦生涯スポーツの振興
◦スポーツを通じた健康長寿社会の創生

（6）文化・芸術活動の推進

芸術に触れる機会の創出をはじめ、市民の意欲あふ
れる芸術文化の振興と、文化財の保存・保護・継承に努
めています。

◦芸術文化活動の支援
◦芸術文化事業の振興
◦複合機能を持った文化会館的施設の整備検討
◦文化財の保護と活用
◦市史編さん資料の収集
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前期基本計画における重点テーマ

総合計画は、本市におけるすべての計画や施策の最上位に位置づけられ、本市の行政運営の指針として、行政運営に必
要な基本的なことを総括的に網羅していますが、その中から、特に前期基本計画の5年間で本市が最重要課題として取り組
むテーマを設定します。
本市の誇りである豊かな自然と、人と人のつながりの中でいつまでも住み続けたいと思えるまちづくりを、市民と行政がとも

に力を合わせて進めていくことにより、市の将来像の実現を目指します。

市の将来像

みんなで創る しあわせ実感都市 潟上
〜文化の風薫る 笑顔あふれるまち〜

扌実
現

まちづくりの基本理念

市民と行政が
ともに築くまち

まちづくりの基本理念

市民がしあわせを
実感できるまち

まちづくりの基本理念

豊かな自然と調和した
住みよいまち

│基本目標7│みんなでつくる、参画協働都市

│基本目標4│健やかに暮らす、健康福祉都市
│基本目標6│次代の人が育つ、生涯学習都市

│基本目標1│自然と共生する、環境保全都市
│基本目標2│安全に過ごせる、安心居住都市
│基本目標3│便利に住まえる、快適空間都市
│基本目標5│活力にあふれる、田園拠点都市

市民参画と協働
潟上市自治基本条例の本旨に則り、

市民が「まちづくりの担い手」として積
極的に市政に参画する機会の充実に
努めるとともに、市民の提案や提言を
市政運営にいかした市民と協働のまち
づくりを今まで以上に進めます。
また、自治会等の自治組織の枠組み
や役割の整理・見直しを行うとともに、
地域分権の検討などを進め持続可能
な地域社会を目指します。

子育てと教育
「子育てするなら潟上で」をより確かな
ものにするため、予防接種費や医療費
などの経済的支援をはじめ、就学前教
育・保育の質をさらに高めていきます。
また、特色ある学校づくりと創造的

な教育課程をとおして、幅広い視野に
立って柔軟に考え、郷土を愛し、思いや
りの心をもって、自ら行動できる子ども
たちを育みます。

住みよさと魅力の向上
田園風景をはじめとする豊かな自然

環境の保全に努めるとともに、これまで
築いてきた良好な住環境に加え、幹線
道路・生活道路の計画的な整備や地
域全体を見渡した総合的な公共交通
ネットワークの構築を目指すなど、まち
の住み良さと魅力を高めていきます。
また、6次産業化による農林水産物
の高付加価値化など、生産意欲と所得
向上につながる取り組みを支援すると
ともに、新たな「かたがみブランド」の確
立を目指します。

重
点
テ
ー
マ

基
本
目
標 7みんなでつくる、参画協働都市

潟上市総合計画

（1）参画・協働の推進

市民の自発的活動に基づくまちづくりへの提案や提言
を市政運営にいかし、市民との協働のまちづくりを進め
ています。また、大学の知的財産や人材等を活用するこ
とにより、本市の政策推進、及び人材育成や個性豊かで
いきいきとしたまちづくりを目指しています。

◦�市民参画の推進
◦ボランティア活動の推進
◦自治基本条例の適切な運用
◦大学との連携による
地域活性化の推進

（2）地域コミュニティの育成

市民のコミュニティ意識の高揚に努めるとともにコミュ
ニティ活動を促進し、世代や男女を問わず、地域の誰も
が、心豊かにふれあい、安全で安心に暮らせる地域社
会の構築を目指しています。

◦地域コミュニティ活動の支援
◦市民の自主的活動の促進

（3）人権尊重・男女共同参画の推進

すべての人 の々人権が尊重される地域社会の構築を
目指しています。また、男性も女性も性別に捉われず、自
分らしくいきいきと暮らせ、個性を尊重できるような施策
を進めています。

◦�人権啓発活動の充実
◦男女共同参画の推進
◦女性の自立支援と働きやすい環境づくり
◦男女がともに安心して暮らせる社会の実現

（4）国際交流の推進

国際感覚に優れた人づくり、まちづくりや、国際性に富
んだ地域社会を形成していく取り組みを進めています。
また、民間レベルで国際交流事業を進める団体への支
援や、市民の交流活動への理解を高めるための人材育
成を行っています。

◦�市民主体の交流活動の推進
◦多文化共生社会づくりの推進

（5）行政経営の推進

市民に信頼され、安心して生活できる行政運営を進め
るため、その効率化に取り組みながら、住民サービスの
向上に努めています。また、情報公開制度の適正な運用
を図るとともに、個人情報保護の徹底を図っています。

◦組織改革の推進
◦地方分権に対応できる職員の養成
◦健全財政の確立
◦「潟上市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の推進
◦行政改革の推進
◦行政評価の推進
◦行政の広域的な連携
◦適正な公共施設の維持管理と整備
◦情報公開の推進と公文書の適正な管理
◦個人情報保護の強化
◦広報広聴活動の充実
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参考資料

概要

潟上市の位置

潟上市は秋田県のほぼ中央の日本海沿岸に位置します。面積は県内の市では最小で、県都秋田市に隣接
した都市的特性と、田園風景に代表される豊かな自然環境を併せ持っています。鉄道や高速道路が整備さ
れ、秋田空港から車で約30分の距離にあるなど、首都圏への利便性も高まっています。

旧飯田川町

旧昭和町

旧天王町

◎潟上市役所

◎潟上市役所
天王出張所

◎潟上市役所
追分出張所

◎潟上市役所
昭和出張所

潟上市役所
飯田川
出張所◎

◎潟上市

アクセス・交通潟上市の面積

庁舎 住所 電話番号

潟上市役所 〒010-0201 秋田県潟上市天王字棒沼台226-1 018-853-5301

潟上市役所 天王出張所 〒010-0201 潟上市天王字上江川47-441 018-853-5377
潟上市役所 昭和出張所 〒018-1401 潟上市昭和大久保字堤の上1-3 018-855-5110
潟上市役所 飯田川出張所 〒018-1502 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70 018-877-7800
潟上市役所 追分出張所 〒010-0101 潟上市天王字長沼132-21 018-873-5672

面積 面積（km2）
潟上市 97.73

秋田空港 車で30分（秋田自動車道利用）

仙 台 車で3時間30分
（東北自動車道、秋田自動車道利用）

東 京 秋田新幹線で3時間30分
羽田空港から秋田空港まで1時間

市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
主
体
的
で
幅
広
い
行
政
参
画
の

た
め
、市
民
と
の
情
報
共
有
や
、市
民
か
ら

の
提
案
を
行
政
運
営
へ
活
か
す
取
組
み
を
進

め
、市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

行
政
運
営
で
は
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
心

豊
か
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、常
に
業
務
体
制
を
見
直

し
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
の
解
決
に
取
組

み
な
が
ら
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

行政・議会
市
民
・
議
会
・
行
政
が

三
位
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

市
議
会
は
市
民
を
代
表
し
、市
長
等（
執

行
機
関
）と
対
等
な
立
場
で
市
の
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
の
審
議
や
決
定
を
行
う
機

関
で
す
。

地
方
分
権
の

拡
大
に
伴
い
、議

会
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任

は
増
大
し
て
い

ま
す
。適
切
な

行
政
運
営
の
た

め
の
監
視
・
評

価
や
政
策
の
立

心豊かに暮らせるまちづくりへ

共にあゆむ

総務文教常任委員会
委 員 長 中 川 光 博
副 委 員 長 佐 藤 義 久

委 員

堀 井 克 見
藤 原 幸 雄
戸 田 俊 樹
児 玉 春 雄
伊 藤 正 吉

社会厚生常任委員会
委 員 長 西 村 武
副 委 員 長 藤 原 典 男

委 員

佐 々 木 嘉 一
千 田 正 英
大 谷 貞 廣
菅 原 久 和

産業建設常任委員会
委 員 長 小 林 悟
副 委 員 長 菅 原 理 恵 子

委 員

鐙 仁 志
澤 井 昭 二 郎
鈴 木 斌 次 郎
伊 藤 榮 悦

潟上市議会各常任委員会構成 委員任期：平成28年2月22日〜平成30年2月21日
案
・
提
言
な
ど
、議
会
と
し
て
の
機
能
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、説
明
責
任
と
政
策

の
実
現
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
・
議
会
・
行
政
が
三
位
一
体
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
理
解
し
な
が

ら
、市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議会運営委員会
委 員 長 戸 田 俊 樹
副 委 員 長 菅 原 久 和

委 員

西 村 武
千 田 正 英
中 川 光 博
大 谷 貞 廣

広報編集特別委員会
委 員 長 伊 藤 正 吉
副 委 員 長 菅 原 理 恵 子

委 員

西 村 武
戸 田 俊 樹
佐 藤 義 久
大 谷 貞 廣
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人口（人） 世帯数男 女 世帯数
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人口の推移

年齢別人口構成の推移

男女別・年齢別人口

地区別人口

住民基本台帳で見る人口と世帯数

◎人口動態の推移

◎人口と世帯（各年3月31日現在）

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％）

天王地区 20,438 58.97 21,687 60.73 22,373 62.47 21,914 63.63
昭和地区 9,220 26.60 8,997 25.19 8,610 24.04 8,018 23.28

飯田川地区 5,002 14.43 5,027 14.08 4,831 13.49 4,510 13.09
合計 34,660 35,711 35,814 34,442

資料：国勢調査

資料：国勢調査（平成27年は速報集計）

自然動態 社会動態
出生 死亡 増減 転入 転出 増減

平成22年度 191 417 △ 226 964 912 52
平成23年度 220 391 △ 171 891 961 △ 70
平成24年度 203 420 △ 217 801 963 △ 162
平成25年 209 433 △ 224 877 945 △ 68
平成26年 202 384 △ 182 871 900 △ 29

資料：住民基本台帳（平成25年からは暦年による）年報

資料：住民基本台帳

単位：人

単位：人

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
人口 34,997 34,827 34,556 34,266 33,971 33,800
男 16,701 16,612 16,473 16,330 16,171 16,086
女 18,296 18,215 18,083 17,936 17,800 17,714

世帯数 12,915世帯 13,014世帯 13,121世帯 13,227世帯 13,260世帯 13,364世帯

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％）

年少人口 5,580 16.1 5,178 14.5 4,926 13.8 4,247 12.3
生産年齢人口 23,465 67.7 23,605 66.1 22,854 63.8 21,285 61.8

老年人口 5,615 16.2 6,928 19.4 8,034 22.4 8,909 25.9
不詳 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0
合計 34,660 35,711 35,814 34,442

資料：国勢調査

資料：国勢調査

区分
年度

人 口
平成17年（2005）に35,814人でピークとなり、平成22年（2010）では

34,442人と減少をはじめています。年少人口・生産年齢人口が減少傾向
にあり、老年人口は増加を続けています。

世帯数の増加傾向に伴い一世帯あたりの人数は減少し、単独および夫
婦のみ世帯の増加など、世帯の多様化が進行しています。
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1,035（6.7％）1,308（7.8％）1,352（7.7％）1,685（9.8％）

4,243
（27.4％）

5,034
（30.2％）

6,558
（37.3％）

6,522
（38.0％）

1,0195
（65.9％）

1,0231
（61.3％）
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平成22年平成17年平成12年平成7年

人

第2次産業

第1次産業

第3次産業

分類不能

産業別就業人口

農業就業者数・経営耕地面積・
農家数等の推移

内水面漁獲の推移

産業別就業人口
の推移

海面漁獲量の推移

小売業の商店数・従業者数・年間販売額の推移

事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移

主な観光地への入り込み状況

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

１次
産業

農 業 1,530 1,245 1,191 946
林 業 20 9 14 21
漁 業 135 98 103 68

小 計 1,685 1,352 1,308 1,035
構成比 9.8 7.7 7.8 6.7

２次
産業

鉱 業 33 17 14 12
建設業 2,884 3,091 2,488 2,048
製造業 3,605 3,450 2,532 2,183

小 計 6,522 6,558 5,034 4,243
構成比 38.0 37.3 30.2 27.4

３次
産業

電気ガス水道業 72 80 61 45
情報通信業 1,081 1,074 1,104 1,057
卸売小売業 3,292 3,439 2,975 2,772

金融保険不動産業 399 360 319 414
サービス業 3,549 4,106 5,174 5,316

公 務 573 596 598 591
小 計 8,966 9,655 10,231 10,195
構成比 52.2 54.9 61.3 65.9

分類不能 3 28 116 9
構成比 0.0 0.1 0.7 0.0
合 計 17,176 17,593 16,689 15,482

資料：国勢調査

資料：農林業センサス

単位：人単位：人

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年
農業就業者数

（人） 1,530 1,245 2,053 1,633

経営耕地面積
（ha） 3,226 3,124 3,008 2,414

田 2,994 2,942 2,855 2,262
（構成比） 92.8 94.2 94.9 93.7

畑 158 112 96 101
（構成比） 4.9 3.6 3.2 4.2

樹園地 74 70 57 51
（構成比） 2.3 2.2 1.9 2.1

農家数
（戸） 2,067 1,624 1,359 996

専業 190 176 198 234
（構成比） 9.2 10.9 14.6 23.5

第1種兼業 407 275 229 147
（構成比） 19.7 16.9 16.8 14.8

第2種兼業 1,470 1,173 932 615
（構成比） 71.1 72.2 68.6 61.7

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
漁獲量（t） 216 211 218 203 200

第１位 ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ
第２位 シラウオ シラウオ シラウオ コイ コイ
第３位 コイ コイ コイ シラウオ シラウオ

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
漁獲量（t） 454 414 363 397 318

第１位 アジ ハタハタ アジ アジ ブリ
第２位 ハタハタ ブリ タラ ハタハタ スズキ
第３位 ブリ タラ ブリ イワシ タラ

平成11年 平成14年 平成16年 平成19年 平成24年
商店数（箇所） 382 331 315 286 195
従業者数（人） 1,768 1,547 1,545 1,492 1,052
年間販売額（百万円） 22,683 18,817 18,709 19,074 15,596
1商店当たり（百万円） 59 56 59 66 79
1従業者当たり（百万円） 13 12 12 13 14

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年
事業所数（箇所） 42 42 42 32 34
従業者数（人） 1,600 1,578 1,591 1,227 1,273
製造品出荷額等（万円） 2,543,382 2,690,447 2,551,048 2,382,967 2,714,188
1事業所当たり（万円） 60,556 64,058 60,739 74,467 79,829
1従業者当たり（万円） 1,590 1,705 1,603 1,942 2,132

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
天王グリーンランド 481 557 511 499 525
天王温泉くらら 287 296 301 309 278
食菜館くらら 167 189 231 228 243
ブルーホール 16 9 9 8 4
出戸浜海水浴場 25 25 22 20 22
ブルーメッセあきた 292 274 274 278 292

資料：産業課

資料：産業課

資料：商業統計（平成24年は経済センサスー活動調査）

資料：工業統計

資料：産業課

単位：千人

産 業
産業別就業者人口は、第1次・第2次・第3次とも減少傾向です。農林水

産業は従事者の高齢化や輸入の増加などにより一層厳しい環境となって
います。商工業でも、大型店や量販店の増加等による小売店舗数の減少、
製造品出荷額等が伸び悩むなど苦戦が続いています。観光では、道の駅
などの施設の利用者が多い一方、秋田市や男鹿市への通過型観光地と
なる傾向が課題となっています。
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市営住宅の状況 公園の状況 （平成27年4月1日現在）

市道の状況

水道の状況

下水道の状況

ごみ処理量の推移

火災の発生及び救急出動状況

団地の名称 戸数（戸）所在地
塩口北野団地 164 天王字塩口北野
二田新町団地 9 天王字上江川
一向団地 50 天王字一向
ハラヘ団地 10 天王字ハラヘ
山神南団地 47 昭和大久保字山神
竜毛団地 18 昭和豊川竜毛字観音田
昭栄団地 4 昭和乱橋字古開
新関団地 60 昭和大久保字北野武利子沢
大久保駅南団地 12 昭和大久保字町後
飯塚駅前団地 17 飯田川飯塚字中谷地
飯塚駅前第2団地 6 飯田川飯塚字樋ノ下
飯塚北団地 12 飯田川飯塚字塞ノ神
羽立街道下団地 4 飯田川下虻川字街道下

箇所数（箇所） 面積（㎡）
都市公園 20 645,660
農村公園 16 71,594
集落内公園、広場 48 187,557
合 計 84 904,811

資料：都市建設課

資料：都市建設課

資料：上下水道課

資料：市民課

※平成24年度の農集の数値減少理由は、天王羽立・湖岸地区を農集から特環に接続替えしたため。

※10月1日現在人口は、秋田県年齢別人口流動調査による

実延長（m） 面積（㎡） 平均幅員（m） 改良率（％） 舗装済延長（m） 舗装率（％）
潟上市 400,061 2,955,106 5.8 87.2 366,338 91.6

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
給水人口（人） 28,264 27,783 26,865 27,164 27,010

使用水量（千㎥） 2,648,666 2,587,953 2,639,303 2,521,909 2,498,740
普及率（％） 84.59 83.15 82.13 83.04 82.57

資料：都市建設課

資料：上下水道課

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

公共
下水道事業

処理区域面積（ha） 620 620 620 621 628
処理区域の人口（人） 18,328 18,395 18,432 18,352 18,491
水洗化人口（人） 16,220 16,383 16,491 16,506 16,900
普及率（％） 52.5 53.2 53.7 54.0 54.7
水洗化率（％） 88.5 89.1 89.5 89.9 91.4

特定環境保全
公共下水道事業

処理区域面積（ha） 542 548 607 607 607
処理区域の人口（人） 12,077 12,004 13,134 13,002 13,045
水洗化人口（人） 7,589 7,789 9,025 9,176 9,301
普及率（％） 34.6 34.7 38.3 38.3 38.6
水洗化率（％） 62.8 64.9 68.7 70.6 71.3

農業集落
排水事業

処理区域面積（ha） 94 94 54 54 54
処理区域の人口（人） 2,243 2,190 1,051 1,040 1,019
水洗化人口（人） 1,740 1,707 694 699 718
普及率（％） 6.4 6.3 3.1 3.1 3.0
水洗化率（％） 77.6 77.9 66.0 67.2 70.5

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
可燃ごみ 9,203 9,159 9,502 9,811 9,843
資源ごみ 1,106 1,043 1,047 1,106 1,215

古紙 1,010 949 947 987 944
PET 96 94 100 98 99
びん － － － 21 172

不燃ごみ 785 730 720 688 507
粗大ごみ 577 597 740 603 616
有害ごみ 10 12 10 9 10
合 計 11,681 11,541 12,019 12,217 12,191
10月1日現在人口（人）※ 34,997 34,731 34,462 34,162 33,948
1人1日排出量（g） 914 910 956 980 984

平成26年度火災発生状況 平成26年度救急出動状況
天王 昭和 飯田川 計 天王 昭和 飯田川 計

建物 3 0 2 5 急病 533 185 113 831
林野 0 1 0 1 交通事故 57 25 10 92

その他 2 0 0 2 一般負傷 82 24 21 127
計 5 1 2 8 その他 90 35 14 139

計 762 269 158 1,189
資料：湖東地区消防本部、男鹿地区消防本部

単位：件

生活環境
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後期高齢者医療の状況国指定文化財

秋田県指定文化財

潟上市指定文化財	

保育園の状況 （平成27年4月1日現在）

幼稚園・認定こども園の概要 （平成27年5月1日現在）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
受給者数（人） 4,273 4,413 4,523 4,652 4,778 4,854
医療件数（現物給付）（件） 137,065 138,802 142,272 145,544 150,195 152,064
医療件数（現金給付）（件） 1,521 1,413 1,410 1,374 1,583 1,839
1人当たりの医療負担額（円） 826,517 847,008 857,764 855,521 869,149 838,417
1件当たりの医療負担額（円） 25,484 26,658 27,002 27,089 27,361 26,443

資料：長寿社会課

資料：幼児教育課

資料：学校基本調査

資料：学校基本調査

組数 園児数 保育士数
（ ）は正職員

1組当たりの
園児数

保育士1人
当たりの園児数総数 男 女

二田保育園 6 95 52 43 18（  6） 15.9 5.3
湖岸保育園 6 55 33 22 13（  6） 9.2 4.2
追分保育園 7 158 79 79 31（11） 22.6 5.1
昭和西保育園 3 27 16 11   7（  3） 9.0 3.9
昭和東保育園 2 15 8 7   6（  2） 7.5 2.5
合 計 24 350 188 162 75（28） 14.6 4.7

組数 園児数 教員数 1組当たりの
園児数

保育士1人
当たりの園児数総数 男 女

天王幼稚園 4 91 41 50 11 22.8 8.3
昭和中央保育園 6 92 46 46 19 15.3 4.8
出戸こども園 9 151 84 67 22 16.8 6.9
若竹幼児教育センター 5 115 55 60 21 23.0 5.5
追分幼稚園（私） 5 71 43 28 11 14.2 6.5
合 計 29 520 269 251 84 17.9 6.2

単位：人

単位：人

学校別生徒数の推移 小・中学校の教員数

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

天王小学校 470 466 462 443 447
東湖小学校 137 125 127 112 100
出戸小学校 287 263 255 235 243
追分小学校 378 389 385 373 376
大豊小学校 ※328 306 283 284 265
飯田川小学校 222 211 200 198 205
小 計 1,822 1,760 1,712 1,645 1,636
天王中学校 302 308 300 309 295
天王南中学校 364 342 345 337 327
羽城中学校 327 311 311 287 270
小 計 993 961 956 933 892
合 計 2,815 2,721 2,668 2,578 2,528

資料：学校基本調査※大久保小・豊川小の合算値

単位：人 単位：人
平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

小学校 131 129 120 115 113

先生一人当たり
の児童数 11.4 13.6 14.3 14.3 14.5

中学校 77 75 75 77 78

先生一人当たり
の児童数 12.9 12.8 12.7 12.1 11.4

合 計 208 204 195 192 191

先生一人当たり
の児童数 12.0 13.3 13.7 13.4 13.2

種別（部門） 指定年月日 指定名称 員数 所在地
重要文化財（建造物） S27.11.22 神明社観音堂 1棟 飯田川飯塚字中山16
重要有形民俗文化財 S35.6.9 八郎潟漁撈用具 78点・1隻 昭和大久保字元木山根50
重要無形民俗文化財 S61.1.14 東湖八坂神社祭のトウニン（統人）行事 潟上市天王・男鹿市船越
重要文化財（建造物） H20.12.2 小玉家住宅 4棟 飯田川飯塚字飯塚68

種 別（部門） 指定年月日 指定名称 員数 所在地
有形民俗文化財 S55.12.11 八郎潟出土くり船 1隻 昭和大久保字元木山根50
史跡 S39.4.16 石川理紀之助遺跡 昭和豊川山田字家の上62

指定年月日 指定名称 員数 所在地
有形文化財（建造物）
S.53.9.28 北野神社奥殿 1棟 天王字上出戸231
有形文化財（絵画）
H.16.3.30 扁額（俳諧） 1額 飯田川飯塚字中山地内
H.16.3.30 扁額（連歌） 1額 飯田川飯塚字中山地内
S54.6.1 地獄絵図 12幅 飯田川飯塚字中山地内
S57.4.21 釈迦涅槃図 1幅 飯田川飯塚字中山地内
S57.4.21 佐竹義隆公肖像画 1幅 飯田川下虻川字屋敷1
S57.4.21 鐙市太郎翁肖像画 1幅 飯田川下虻川字屋敷1
S57.4.24 松に鷹 1枚 天王字上出戸231
S57.4.24 想夫恋の図 1枚 天王字上出戸231
S57.4.24 錦帯橋 1枚 天王字上出戸231
S58.2.18 川中島合戦の図 1枚 天王字天王24
有形文化財（彫刻）
S57.4.21 木像観音像 28躯 飯田川飯塚字中山地内
有形文化財（考古資料）
S62.7.17 板碑（割石板碑） 1基 昭和大久保字町後7

S53.9.29 羽白目遺跡出土
「秋田瓦」 1括 昭和大久保字元木山根50

S53.9.29 経石 1括 昭和大久保字元木山根50
H7.9.11 土師器壺型土器 2片 天王字北野
H7.9.11 五輪塔 1基 天王字天王71
S54.6.1 宝篋印塔 1塔 飯田川飯塚字飯塚
S57.4.21 貞和年号板碑 4基 飯田川飯塚字中山
S58.2.18 板碑 1基 天王字下出戸117
有形文化財（歴史資料）
S63.6.28 高札 1枚 飯田川下虻川字屋敷1
S63.6.28 佐竹義隆公自作の人形 3体 飯田川下虻川字屋敷1
S63.6.28 佐竹義隆公下賜の燈籠 2個 飯田川下虻川字屋敷1
S63.6.28 焼印 酒屋家符札 1枚 飯田川下虻川字屋敷1
S63.9.19 油煙工場の図 1幅 昭和豊川槻木字真形尻39
H2.7.30 明治9年大久保管内図 昭和豊川山田字家の上62

S53.9.29 菅原源八翁日誌・随筆 47巻・
24編

昭和大久保字
小川中道66-1

S57.4.24 黒印御定書 1冊 天王字上江川47
S57.4.24 検地帳 1冊 天王字上江川47

指定年月日 指定名称 員数 所在地
有形民俗文化財
S54.6.1 萬霊供養塔 1塔 飯田川飯塚字飯塚
H7.9.11 大漁供養塔 1基 天王字塩口105
S53.9.28 鰰塚 2基 天王字下浜山156
S53.9.28 鯔塚 6基 天王字干拓146-7
S53.9.28 三十三番観音碑 14基 市内（県道秋田・男鹿線沿い）
S57.4.24 手水鉢 1基 天王字天王24
S57.4.24 狛犬 1対 天王字上出戸231
S.58.2.18 雨乞いの石蔵 1基 天王字天王24
H13.3.9 潟船 13隻 天王字上江川47

H22.3.26
木造十王像

（十王像10躯、奪衣婆像1躯、獄
卒像3躯、十王審理の様子一式）

飯田川飯塚字中山14

H25.6.28 飯塚観世音三十三番石仏 32躯体 飯田川飯塚字中山16
無形民俗文化財
S53.9.29 新関ささら 昭和大久保新関地区
H12.11.28 ナマハゲ行事 天王一円
史跡
S63.6.28 佐竹藩御休所跡 飯田川下虻川字城の後

H6.3.9 菅原源八翁筆塚 1基 昭和大久保字北野大崎
道添29-3

S53.9.29 船橋経塚 昭和豊川船橋地内
S53.9.29 明治天皇御休所 昭和大久保字大清水地内
S57.5.21 御野立所 昭和豊川槻木字草生土沢97-7
S63.9.19 豊川油田綱堀式1号井跡 昭和豊川槻木字真形尻56
H16.12.3 塩口「古井戸跡」 天王字塩口418
天然記念物
S54.6.1 槻の木 6本 飯田川下虻川字屋敷
H5.12.20 和田妹川神明社のもみの木 1本 飯田川和田妹川字和田
H5.12.20 上堤敷のけやき 1本 飯田川飯塚字上堤敷
H17.3.8 照明寺の赤松 1本 昭和豊川槻木字大宮34
H17.3.8 真形の黒松 1本 昭和豊川槻木字真形尻71
H17.3.8 月山神社のけやき 2本 昭和大久保字山神37
S53.9.28 サイカチの群生林 群 天王字天王106
S53.9.28 カシワの群生林 群 天王字中浜山42
S53.9.28 餅肌の秋田杉 1本 天王大崎字上沖中谷地15
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普通会計決算の状況

財 政
財政健全化法に基づく各種指標は年々改善が図られているものの、人

口減少による歳入の減少や超高齢社会の進行による歳出の増加、合併優
遇措置の終了による地方交付税の縮減など、中長期的には今以上に厳し
い状況が見込まれます。

普通会計決算収支の推移

普通会計決算額（歳入）の推移
市税負担の状況

財政指標

普通会計決算額〈目的別歳出〉の推移

歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引額

翌年度へ
繰越財源 実質収支 単年度収支 実質単年度

収支
平成24年度 15,206,305 14,473,040 553,265 52,801 500,464 △ 104,642 297,655
平成25年度 17,347,633 16,636,417 711,216 53,565 657,651 157,187 469,041
平成26年度 20,158,562 19,286,109 872,453 278,237 594,216 △ 63,435 332,465

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

平成24年度 平成25年度 平成26年度
決算額 構成比（％） 決算額 構成比（％） 決算額 構成比（％）

市 税 2,445,430 16.3 2,529,779 14.6 2,566,812 12.7
地方譲与税 146,116 1.0 139,237 0.8 131,708 0.7
各種交付金 310,017 2.1 315,010 1.7 373,504 1.8
地方特例交付金 17,484 0.1 16,126 0.1 15,343 0.1
地方交付税 6,854,692 45.6 6,602,703 38.1 6,548,805 32.5
使用料・手数料 324,791 2.3 335,596 2.0 330,853 1.7
国庫支出金 1,730,462 11.5 2,565,273 14.8 1,909,439 9.5
県支出金 939,126 6.2 1,022,013 5.9 929,073 4.6
繰入金 118,108 0.8 26,597 0.2 483,491 2.4
繰越金 668,402 4.5 553,265 3.2 711,216 3.5
市 債 1,147,700 7.6 3,007,200 17.3 5,945,100 29.5
その他 323,977 2.0 234,834 1.3 213,218 1.0
合 計 15,026,305 100.0 17,347,633 100.0 20,158,562 100.0
一般財源 9,773,739 65.1 9,599,129 55.3 9,633,031 47.8

平成24年度 平成25年度 平成26年度
決算額 構成比（％） 決算額 構成比（％） 決算額 構成比（％）

議会費 212,732 1.5 199,772 1.2 217,720 1.1
総務費 1,874,175 12.9 3,065,033 18.4 6,786,975 35.2
民生費 4,542,635 31.4 4,640,837 27.9 4,934,104 25.6
衛生費 1,338,467 9.2 1,564,540 9.4 836,789 4.3
労働費 36,734 0.3 17,952 0.1 5,894 0.0
農林水産業費 502,540 3.5 747,571 4.5 475,868 2.5
商工費 246,567 1.7 273,516 1.6 418,034 2.2
土木費 1,384,205 9.6 1,766,137 10.6 1,444,364 7.5
消防費 797,038 5.5 808,123 4.9 828,184 4.3
教育費 1,870,964 12.9 2,159,029 13.0 1,686,858 8.7
災害復旧費 35,759 0.2 36,918 0.2 57,793 0.3
公債費 1,631,224 11.3 1,356,989 8.2 1,593,526 8.3
合 計 14,473,040 100.0 16,636,417 100.0 19,286,109 100.0

平成26年度普通会計決算額（目的別歳出） 平成26年度普通会計決算額（歳入）

平成24年度 平成25年度 平成26年度

決算額 1人当たり
負担額

1世帯当たり
負担額 決算額 1人当たり

負担額
1世帯当たり
負担額 決算額 1人当たり

負担額
1世帯当たり
負担額

市民税 1,064,658 31,070 80,491 1,094,721 32,225 82,558 1,112,362 32,910 83,236
個人分 971,092 28,340 73,417 992,683 29,221 74,863 995,195 29,444 74,468
法人分 93,566 2,730 7,074 102,038 3,004 7,695 117,167 3,466 8,768

固定資産税 1,016,852 29,675 76,877 1,041,664 30,663 78,557 1,068,285 31,606 79,938
純固定資産税 1,010,040 29,476 76,362 1,037,136 30,530 78,215 1,064,288 31,488 79,639
交付金納付金 6,812 199 515 4,528 133 341 3,997 118 299

軽自動車税 69,327 2,023 5,241 72,180 2,125 5,443 74,318 2,199 5,561
市たばこ税 203,844 5,949 15,411 238,978 7,035 18 022 232,096 6,867 17,367
鉱産税 106 3 8 107 3 8 109 3 8
特別土地保有税 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 2,354,787 68,720 178,028 2,447,650 72,051 184,589 2,487,170 73,585 186,110
人口及び世帯数

（3月31日現在） 34,266 13,227 33,971 13,260 33,800 13,364

平成24年度 平成25年度 平成26年度
実質収支 500,464 657,651 594,216
実質収支比率 5.2 6.8 6.1
標準財政規模 9,551,499 9,609,134 9,671,048
基準財政収入額 2,258,517 2,330,741 2,431,122
基準財政需要額 7,078,619 7,066,276 7,272,988
財政力指数 0.32 0.32 0.33
公債費比率 8.9 6.9 6.2
実質公債費比率 11.1 9.2 7.7
地方債現在高 12,141,556 13,969,231 18,496,312
債務負担行為翌年度以降支出予定額 358,863 855,684 555,306
積立金現在高 2,693,554 3,996,831 4,624,169

（うち、財政調整基金） 1,622,808 1,934,662 2,187,917
経常収支比率 89.6 88.4 90.5
市税徴収率 87.0 87.8 88.3
職員数 （平成24年4月1日現在）276人 （平成25年4月1日現在）274人 （平成26年4月1日現在）269人

市税
2,566,812千円
（12.7％）

地方交付税
6,548,805千円
（32.5％）

市債
5,945,100千円
（29.5％）

地方譲与税
131,708千円（0.7％）

その他
213,218千円（1.0％）

使用料・手数料
330,853千円（1.7％）

国庫支出金
1,909,439千円（9.5％）

県支出金
929,073千円（4.6％）

繰入金
483,491千円（2.4％）

繰越金
711,216千円（3.5％）

各種交付金 
373,504千円（1.8％）

地方特例交付金 
15,343千円（0.1％）

歳入
総額

20,158,562千円

6,7 千円

生費
4 4

木費

育費
1 6 円
（8 7％）

720千円（1旧
円 0 3

 

費

水産業費
（2

4千円（4

総額

 

 

総務費
6,786,975千円
（35.2％）

民生費
4,934,104千円
（25.6％）

土木費
1,444,364千円
（7.5％）

教育費
1,686,858千円
（8.7％）

議会費
217,720千円（1.1％）災害復旧費

57,793千円（0.3％）

公債費 19,286,109千円（8.3％）

衛生費
836,789千円（4.3％）

労働費
5,894千円（0％）

農林水産業費
475,868千円（2.5％）

商工費
418,034千円（2.2％）

消防費
828,184千円（4.3％）

歳出
総額

19,286109千円
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行政組織 （平成28年4月1日現在）

職員数 （平成28年4月1日現在）

行 政

部局等 課局等 部長 職員 総数

市長部局

総務部

総務課

1

13

51
企画政策課 11
財政課 11
税務課 15

市民福祉部
市民課

1
28

58長寿社会課 17
健康推進課 12

福祉事務所 社会福祉課 1 17 18

産業建設部
産業課

1
12

27
都市建設課 14

教育委員会 教育部

教育総務課

1

10

107
学校教育課 5
幼児教育課 73
文化スポーツ課 18

水道局 上下水道課 1 11 12
会計課 4 4
議会事務局 1 4 5
農業委員会事務局 1 3 4
選挙管理委員会事務局 3 3
監査委員事務局
合計 8 281 289

市長

副市長 総務部 総務課 総務班 市長・副市長の秘書 、人事、表彰、文書管理、職員の福利厚生等

行政情報班 市議会、条例・規則、情報公開、電算システム管理等

危機管理班 危機管理、消防防災、防災無線、罹災証明、漂流物、有線放送等

企画政策課 企画政策班 総合調整、長期計画、行財政改革、連携協定、特命事項等

広報統計班 広報、広聴、ホームページ、統計調査等

地域振興班 自治会・連絡協議会、運輸交通等

財政課 財政班 財政計画、予算編成、公会計整備、市債等

管財班 公有財産の管理、工事・物品の入札事務、市バス運行管理等

地籍班 地籍調査等

税務課 市民税班 市民税・軽自動車税などの賦課等

資産税班 固定資産税の賦課等

国保税班 国民健康保険税の賦課等

収納班 各種税の収納、滞納処分、納税証明等

市民福祉部 市民課 市民班 戸籍・住民基本台帳事務、印鑑登録、証明書の発行、自動交付機等

出張所 証明に関すること（戸籍、住民票、身分、印鑑、市税）、税金等の収納、各種
申請書などの担当課への取り次ぎ業務、死亡届（埋火葬許可）

生活環境班 廃棄物処理、公害、墓地、犬の登録、防犯、交通安全、消費者行政等

クリーンセンター

長寿社会課 長寿支援班 介護保険、在宅介護支援センター、老人福祉、敬老事業等

国保医療班 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金等

地域包括支援
センター 介護予防事業、地域支援事業

健康推進課 健康指導班 健康づくり、各種健診、予防接種、地区組織の育成等

福祉事務所 社会福祉課 社会福祉班 民生委員、社会福祉、児童福祉、日赤、福祉医療、生活困きゅう等

障がい福祉班 各種手帳、各種手当、障がい福祉サービス、各種助成制度、自立支援
医療等

生活福祉班 生活保護等

産業建設部  産業課 農政班 農業振興、農業振興地域計画、農業再生協議会、担い手育成、経営体
育成、畜産、園芸、地産地消、病害虫防除、農業金融制度等

農村整備班
水産業振興、漁港施設、林業振興、保安林、有害鳥獣駆除、森林整備計
画、農村整備、土地改良事業、多面的機能支払交付金、農道・林道維持
管理、農地・農業施設、豊川財産区等

商工観光班 商工業振興、企業誘致、雇用促進、中小企業融資、計量器、出稼ぎ、物
産開発、観光イベント等

都市建設課 建設管理班 道路・橋梁・河川管理、道路占用、除雪等

技術管理所 道路・橋梁・河川整備、土木施設災害復旧、土木・建設工事等

都市計画班 住宅リフォーム補助事業、都市計画決定・変更、都市計画マスタープラ
ン、宅地開発、建築確認申請、建築関係諸団体等

施設管理班 公園等の維持管理、公園等の占用、都市緑地、市営住宅管理等

水道局 上下水道課 管理班 上下水道料金、受益者負担分担金等

業務班 水道水供給、水道施設・給水工事、水道加入金、下水道工事、排水設備
工事受付等

会計管理者 会計課 会計班 公金の出納事務等

教育委員会

教育長 教育部 教育総務課 総務班 教育委員会、職員の任免・服務、規則・規程の改廃、育英会等

学校管理班 小中学校の工事・修繕・保守委託等

学校教育課 学校教育班 教職員人事、学習指導・生徒指導、学校安全、学校給食、就学指導、教育
相談等

幼児教育課 幼児教育班 幼稚園・保育園・認定こども園の管理運営、幼児教育、放課後児童クラブ等

文化スポーツ課 社会教育班 生涯学習の推進、公民館・図書館・児童館・社会教育施設管理、文化財保護等

社会体育班 生涯スポーツの推進、体育団体の育成指導、各種スポーツ大会の開催等

議 会 事務局 議員の福利厚生、本会議、常任委員会、議会運営委員会、会議録調製等

農業委員会 事務局 農地振興班 農地の売買・貸借・転用・贈与、農業生産法人、農業者年金等

選挙管理委員会 事務局 各種選挙の執行

監査委員 事務局 市の監査、出納検査、決算審査等

固定資産評価審査委員会 事務局（総務課） 固定資産評価の不服審査事務
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職 名 氏 名 地 区 区 分
会長 佐 藤 肇 天 王 選 挙

職務代理者 鎌 田 善 信 飯田川 選 挙
農地委員 南 都 武 男 昭 和 土 改
農政委員 櫻 庭 美知行 天 王 農 協
農地委員 髙 橋 義 明 昭 和 選 挙
農政委員 伊 藤 甚 衛 昭 和 選 挙
農地委員 田 仲 東 飯田川 選 挙
農政委員 鈴 木 爲 彦 天 王 選 挙

農政副委員長 鎌 田 久 飯田川 選 挙
農地委員 西 村 武 天 王 学 識
農政委員 鐙 正 人 飯田川 選 挙
農政委員 舘 岡 美果子 昭 和 学 識
農政委員 青 木 進 昭 和 選 挙

農政委員長 髙 橋 京 子 昭 和 選 挙
農地委員 安 田 又 吉 天 王 選 挙
農地委員 佐々木 利 光 昭 和 選 挙
農地委員 三 浦 貞一郎 天 王 選 挙

農地委員長 菅 原 良 一 昭 和 選 挙
農地委員 菅 原 権一郎 昭 和 農 協

農地副委員長 佐 藤 利喜雄 天 王 選 挙
農政委員 櫻 庭 由 秋 天 王 選 挙
農政委員 戸 田 金 憲 天 王 共 済

職 名 氏 名 地 区 就任年月日
委員長 加 藤 裕 一 天 王 平成20年6月28日
委員長

職務代行者 菅 原 俊 昭 和 平成22年6月28日

委 員 鈴 木 政 亞 飯田川 平成19年6月28日
委 員 丸 谷 昇 天 王 平成25年6月28日
教育長 肥田野 耕 二 天 王 平成21年6月28日
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市長・副市長・教育長

潟上市議会 議長・副議長

各種行政委員会

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
市長 初代 石 川 光 男 平成17年4月17日

副市長 初代 鐙 利 行 平成18年6月26日

教育長
初代 小 林 洋 平成17年3月22日 平成21年6月27日
二代 肥田野 耕 二 平成21年6月28日

※平成19年4月1日より地方自治法改正に伴い、「助役」から「副市長」に呼称変更

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日

議長

初代 赤 平 末次郎 平成17年3月28日 平成18年2月21日
二代 藤 原 幸 作 平成18年2月22日 平成22年2月21日
三代 千 田 正 英 平成22年2月22日 平成26年2月21日
四代 伊 藤 榮 悦 平成26年2月22日

副議長

初代 門 間 英 也 平成17年3月28日 平成18年2月21日
二代 堀 井 克 見 平成18年2月22日 平成22年2月21日
三代 佐々木 嘉 一 平成22年2月22日 平成26年2月21日
四代 鈴 木 斌次郎 平成26年2月22日

農業委員会

監査委員

教育委員会

固定資産評価審査委員会

選挙管理委員会

（就任年月日：平成26年7月20日）

職 名 氏 名 地 区
委員長 伊 藤 和 人 飯田川
委 員 菊 地 福一郎 天 王
委 員 佐々木 博 信 昭 和

職 名 氏 名 地 区
委員長 薄 田 博 天 王

職務代理者 小 熊 顕 二 飯田川
委 員 菅 原 德 志 昭 和
委 員 柏 﨑 重 嗣 天 王

（就任年月日：平成26年6月27日）

（就任年月日：平成25年6月27日）

職 名 氏 名 地 区 区 分 就任年月日
代表監査委員 渡 邊 晋 二 飯田川 識見者 平成25年6月27日

委 員 菅 原 久 和 昭 和 議会選出 平成26年3月  6日
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潟 上 市
管内施設MAP
◎市役所
❶ 潟上市役所
❷ 潟上市役所昭和出張所
❸ 潟上市役所飯田川出張所
❹ 潟上市役所追分出張所（潟上市勤労青少年ホーム）
❺ 潟上市役所天王出張所

◎保育園・幼稚園
❻ 潟上市立二田保育園
❼ 潟上市立湖岸保育園
❽ 潟上市立追分保育園
❾ 潟上市立昭和中央保育園（認定こども園）
❿ 潟上市立昭和東保育園
⓫ 潟上市立昭和西保育園
⓬ 潟上市立若竹幼児教育センター（認定こども園）
⓭ 潟上市立天王幼稚園
⓮ 潟上市立出戸こども園（認定こども園）
⓯ 私立追分幼稚園（認定こども園）

◎小学校
⓰ 潟上市立天王小学校
⓱ 潟上市立出戸小学校
⓲ 潟上市立東湖小学校
⓳ 潟上市立追分小学校
⓴ 潟上市立大豊小学校
� 潟上市立飯田川小学校

◎中学校
� 潟上市立天王中学校
� 潟上市立天王南中学校
� 潟上市立羽城中学校

◎高等学校
� 秋田県立秋田西高等学校

◎特別支援学校
� 秋田県立養護学校天王みどり学園

◎公民館
� 潟上市天王公民館
� 潟上市昭和公民館
� 潟上市飯田川公民館

◎図書館
� 潟上市図書館
� 潟上市昭和分館
� 潟上市追分分館
� 潟上市飯田川分館

◎児童館
� 潟上市追分地区児童館
� 潟上市昭和中央児童館
� 潟上市若竹児童センター

◎保健・福祉センター／在宅介護支援センター
� 潟上市天王保健センター
� 潟上市天王福祉センター
� 潟上市飯田川保健福祉センター
� 老人介護支援センターてんのう
� 潟上市昭和在宅介護支援センター
� 潟上市飯田川在宅介護支援センター
� 潟上市昭和介護予防センター

◎廃棄物処理施設
� 潟上市クリーンセンター

◎防災センター
� 潟上市天王コミュニティ防災センター

◎資料館等
� 潟上市郷土文化保存伝習館（石川翁資料館）
� 潟上市八郎まつり伝承館
� 天王郷土館
� 天王伝承館
� 八郎潟漁撈用具収蔵庫
� 潟の民俗展示室

◎公園・観光施設等
� 天王グリーンランド・道の駅てんのう（鞍掛沼公園）
� 天王温泉くらら（天王ふれあい交流センター）
� 食彩館くらら（潟上市農山漁村活性化施設）
� 追分地区公園
� 元木山公園
� 飯田川南公園
� 出戸浜いこいの森
� 出戸浜海水浴場
� 梅の里
� ふたあらの丘
� ブルーメッセあきた・道の駅しょうわ（アグリプラザ昭和）
� 豊川油田跡
� 中村征夫フォトギャラリー・ブルーホール

◎体育館・武道館等
� 潟上市天王総合体育館
� 潟上市天王B＆G海洋センター（体育館）
� 潟上市昭和体育館
� 潟上市飯田川体育館

� 潟上市昭和交流センター
� 潟上市天王剣道場
� 潟上市天王柔道場
� 潟上市天王相撲場
� 潟上市昭和武道館
� 潟上市飯田川ふれあいスポーツ会館

◎プール
� 潟上市天王B&G海洋センター（プール）
� 潟上市飯田川B&G海洋センター（プール）

◎艇庫
� 潟上市天王B&G海洋センター（艇庫）

◎野球場・陸上競技場・球技場
� 鞍掛沼公園多目的広場（秋田県フットボールセンター）
� 長沼球場
� 長沼球技場
� 元木山球場
� 元木山陸上競技場
� 飯田川グラウンド（野球場）
� 天王一向球場
� 天王湖岸球場
� 野村多目的運動広場

◎グラウンドゴルフ場
� 天王多目的健康広場（グランパスくらかけ）
� 昭和グラウンドゴルフ場
� 飯田川二荒山グラウンドゴルフ場

◎テニスコート
� 潟上市天王中央庭球場
� 長沼テニスコート
� 天王緑の健康広場テニスコート
� 元木山テニスコート

◎駅
� JR天王駅
� JR二田駅
� JR上二田駅
� JR出戸浜駅
� JR大久保駅
� JR羽後飯塚駅

◎郵便局
� 天王郵便局
� 大久保郵便局
� 飯田川郵便局
� 下虻川郵便局

◎警察署
� 五城目警察署天王交番
� 五城目警察署上出戸交番
� 五城目警察署昭和交番
� 五城目警察署飯田川駐在所

◎消防署
� 男鹿地区消防署天王分署
� 男鹿地区消防署天王南分署
� 湖東地区消防署昭和分署

◎官・公署
� 秋田地域振興局福祉環境部

（秋田中央保健所・中央福祉事務所）
� 秋田県自治研修所
� 秋田県総合教育センター
� 秋田県果樹試験場天王分場
� 秋田県花き種苗センター
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